
問

問

嗣

－
ウ
ア
ル
カ
イ
シ
は
舎、

何

を
し
て
い
る
か

・
卵
一

個
は
い
く
ら
か

－
不
倫
は
許
さ
れ
て
い
る
か

・
外
国
か
ら
の
借
款
は
き
ち

ん
と
返
済
さ
れ
て
い
る
か

・
深
川
暴
動
は
な
ぜ
起
っ
た

の
か

e
t
c

経稲；（伊・
セ ：：； ニ
ri垣�r ？藤：
主 九 日
ι所 大詰堕 学
務清；事潔i

芸大：
i崎；
ミ雄？
義二じ
伊だ 小ニ

言達てZ島；
3宗：3朋；
2義：雪之：

監
修

中

嶋

嶺

雄（東京外国崎大学
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、，

国
震
は
＋
分
食
べ
て
い
る
か

食
純
生
産は一
九八
四
年
の
四
億
七三一
万
J
を

ヒ
l
ク
に
その
後停
滞してい
た
が、
九
O
年に
は

四
億四六
二
九
万
J
と
な
り
、

九一
年
も
水
容はあ

っ
たも
の
の

、
四
億三
五
O
O万
J
を
維
持
し
た。

しか
L 、
一
人
当
たりの
食
総
を
み
る
と、
一
九八

四
年
の
三
九
O
Ju，
がピ
1
クで 、
九一
年
は三
七

六
J
M，
と
再
び
減
少してい
る。
（
稲垣）

コ
メ
は
い
く
ら
か

一
J
で三
O
門 ・
〈一一冗H
二
五
円で
換
算 ・
価僚

は今年
九
月末
現
在の
もの〉

句

豚
肉
は
い
く
ら
か

一
J
でニ
O
O
円 。

卵
一

個
は
い
く
ら
か

約六
円 。

平
均
賃
金
は
い
く
ら
か

中国 ・ 100の疑問

名目
平
均
賃
金
は二
三
六
五
元ハ一
九
九一
年〉 。

所
有
制
別
に
み
る
と
ハ
九O
年〉 、
全
人
民
所
有
制

（
図
営〉
はニ
ニ
八
四
元

、
都
市
集
団
所
有
制
は一

六八一
元

、
そ
し
て
外
資
系
企
業
な
ど
その
他
非
所

有
制
は二
九八
七
元
と
最も
向い
〈
稲痘〉

住
宅
事
情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

都
市で
は
き
わ
め
て
深
刻 。
郎
屈
が
な
い
た
めに

結
婚で
き
ない

、あ
る
い
は
先に
結
婚の
登
録
を
し

て
職
場
がア
パ
ー
ト

を
配
分
して
く
れ
る
の
を
待つ

ケ
1

ス
は
山
ほ
ど
あ
る。
その
問 、
破
局に
至
る
カ

ッ
プ
ル
も
多
い。
ま
た、
よ
うや
く
ア
パ
ー
ト

があ

っ
て
も
部
屋
数
は
限ら
れ 、
大
都
市
で
は六
畳一
間

に
親
子四
人
と
いう
の
も
珍
し
く
な
い．
杜
撰
なエ

事
で
で
き
たア
パ
ー
ト

ばか
り
だ
が、
質に
は
縫っ

てい
ら
れ
ない
とい
う
の
が
現
実 。
老
人
が
朝
早
く

か
ら
公
園に
太
極
拳に
出か
ける
の
も
岩
夫
婦
を
気

遣っ
て
の
こ
と
と
解
釈
する
専
門
家
も
いる。

五
0
年
代
以
来 、
住
宅
政
策
は
職
場
と
戸
絡に
組

み
込
ま
れ
た
園
長
を
対
象に
「

国
家
が現
物
を
あ
て

がう
福祉
事業」
で
あ
り 、
現
在の
社
会シ
ス
テム

の
大
網な
変
化に
は
全
く
対
応
で
き
て
い
な
い・
こ

れ
が
住
宅
問
題
を
最
大の
社
会
問
題の一
つ
に
し
て

いる。
住
宅は
権
力
と
密
指し
て
お
り 、
高級
幹
郎

は
広
い
住
宅
が無
条
件で
保
証
され 、
無
料
ま
たは

低家賃で
予や
孫へ
と
権
利
を
引
き
継
ぐ ・
上
海で

はこ
の
特
織
を
制
奪
する
ため
去
年か
ら
住

宅侠橋

勝入
制
度
と
積
立金
制
度
を
強
制
実
施
し
、

全
国で

も
住
宅
無
償
分
配
制
度
は
廃
止
され
た・
〈
大
崎）

家
賃
は
い
く
ら
か

…

一
世
帯
あ
たり
平
均
人
数
は四
人 。
都
市
では一

五ニ
ニ・
八
元
の
う
ち
家
賃は
0・
七
% 、
光
熱
拠

を
含
めて
もニ
・

三
% 。
つ
まり三
五一冗 、
一
O
O

O
円
足ら
ずで
済
む ＠
当
局は
将
来

、
住
宅を
商品

化
して

個
人の
不
動
産
権
を
認
める
方
向で
あ
り
、

こ
の
破
格に
安い
家
賃
も
段
階
的に
値
上
げ
され

、

分
譲
優
先
へ
と
移
行
する
予定 。
鐙か
な
農
村で
は

「
万
元
戸u
農
民の
御
殿
が
建
ち
並
ぶ一
方

、
都
市

で
はス
ラム
化
が進
んで
い
る。
〈
大崎〉

平
均
的
な
貯
蓄
額
は
い
く
ら
か

一
人
当
たり
平
均
貯蓄
残
高
は
六一
五
元
ハ一
九

九
O
年〉 。
平
均
賃
金
の
約
三
割
を
占
め
て
お
り
、

貯蓄
率
は高
い
と
い
える。
従
来 、
一
般
大
衆
は
銀

行へ
預
金
する
習
慣
が
少
な
く 、
多
く
が，
タ
ン
ス

貯
金’
在
して
い
た・
しか
し

近
年

、銀
行の
預
金

金
利
の
引き
上
げ
な
ど
に
よっ
て
貯
留
が
奨
励
さ

れ 、
貯
諮
申中
が高
まっ
て
いる。
とこ
ろ
がこ
こ
に

きて
人
民
元
の
切
り
上
げ
な
どに
よる
価
値
の
目
減

り
が
出
始
め
た
ため

、
人々
は
貯
蓄よ
り
も
金
製
品

の
購入に
走
り
、

割引
物で
の
資
産確
保や
株
総
入に

脳
起に
なり
つ
つ
ある。
〈
稲庖〉

物
価
上
昇
率
は
ど
れ
く
ら
い
か

小
売
物
価
指
数で
み
た場
合 、
一
九八
七
年
で
は

平均三
l

五
%
の
安
定
水
．噂に
あっ
た
が、八
八

、
( 111 ) 



八
九
年
と二
年
連
続二
桁の
伸
び
を
記
録し
た。
物

価
上
昇は九
O、
九一
年
と二
%
台に
落
ち
着い
た

が、
九二
年に
入っ
て
再
び
上
昇
傾
向に
あ
る・
小

売
物
価で
五
% 、
消
費
者
物
価
指
数
で
は一
O%
近

く
までハ
ネ
上
がっ
てい
る・
物
価
上
昇は
経
済の

開
放と
投
資の
テン
ポに
大
き
く
関
係
し

て
お
り 、

昨
今の
開
放
加
速
政
策と
経
済
調
整の
終
了
がG
N

P 、
工
業
生
産
の
高
成
長
ハと
もに一
O
%〉
を
生

ん
だ
反
面 、
物
価
も
これに
見
合っ
て
上
昇して
い

る。
〈
稲痘〉

冷
蔵
廊
の
普
及
率
は
ど
れ
く
ら
い
か

都
市に
お
い
て
は
四
二
%
三
九
九O
年〉
で
あ

る
が、
農
村に
お
い
て
は
わ
ずか
一
・

二
%
と
都
市

と
農
村の
ギャ
ッ
プ
は
著
しい 。

都
市で
は
年
収一

万一冗
以
上
の
家庭で
は
普
及
率
は
九二
%に
透
して

い
る
のに
対
し 、

ニ
O
O
O
元
以
下で
は五
% 。
織

村
家庭で
は
北
京 、
天
神印 、
上
海
な
どの
大
都
市
近

郊
農
村
家
庭で
は一
0
1二

O
%
の
普
及
率で
ある

の
に
対
し 、
湖
南 、
四
川 、
鈴
州
な
ど
の
内
隆康
村

の
普
及
率は
わ
ずか
に
0・
O三
J

0・
0九
%
と

い
う
状
況
だ ・
〈
稲垣〉

自
動
車
の
普
及
率
は
ど
れ
く
ら
い
か

一

自
動
車
生
産
台
数
は一
九
九一
年
に
七一
万
台

で 、
この
う
ち
乗
用
車
は
わ
ずか
六
万
台
程
度 ・
輸

入
車
も
含め
た自
鋤
車の
普
及
率
は一
O
O
O
人
当

た
り三
・

六
台 、
乗
用
車に
い
たっ
て
は
わ
ずか

0・
七
台
程
度
と
み
ら
れ
る。
マ
イ
カ
ー

時
代
が到

来
して
おら
ず 、
依
然
と
して
，

自
転
車
時
代’で

あ
り 、
オ
ー

ナ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

は一
部の
映
爾
俳

優 、
新
興実
業
家
な
ど
に
限ら
れ
てい
る。
（
稲垣）

テ
レ
ビ
の
普
及
窓
は
ど
れ
く
ら
い
か

カ
ラ
ーテ
レ
ビ
が
都
市
郎で
五一
・

五
%
ハ一
九

八
九
年〉 。
白
黒テ
レ
ビ
は
五
五・
七
%（
同） 。
都

市
部で
は
全
世
滑に
テ
レ
ビ
が
普
及
してい
る
こ
と

に
な
る。
一
方 、
農
村
家庭で
は、
カ
ラ
ーテ
レ
ビ

はわ
ずか
四・
七
%
〈
九O
年）
に
す
ぎ
ず 、
自
m耐

テ
レ
ビ
で
も三
九・
七
%〈
同） 。
ハ
稲垣）

ラ
ジ
オ
の
普
及
率
は
ど
れ
く
ら
い
か

都
市
郎
で
は
四
五
%
ハ一
九
九
O
年〉
で
あ
る

が、
テ
レ
ビ
時
代
が
到
来
して
各
家庭に
普
及
し

た

ために
こ
の
数
字に
なっ
て
い
る。
八
三
年
に
は一

O
四
%
に
逮
し
た。
農
村
部
で
は
四
九
%
（
九
O

年〉 。
八
三
年
に
は
五
六・
八
% 。
（
稲垣〉

…

ブ
ラ
ン
ドロ聞
は
あ
る
か

衣
類で
は
ディ
オ
l

ル 、
サ
ンロ
1

ラン 、
ヵ
ル

ダ
ン
な
ど 。
日
本の
もの
で
はコ
シ
ノ
ジュ
ン
コ 、

君
島一
郎 、
経
由
美 、
ィ
ト
キ
ン 、
ワ
ー

ル
ド 、
ヮ

…

弘ギ川
芳則

一一

危
’
F』’T9

町一

dJ
G
いMF
M

ILV
l
l

稀
十
沼

司

，
g
…

ぷ
……

一

園
出

d夫

コ
ー

ル
が一
滅
店に
あ
る・

今
年に
入っ
て
北
京の
繁
務
街・
王
府
井にマ
ク

ド
ナ
ル
ド

がオ
ー

プ
ン
し
た。
王
府
井に
は
十
数
年

前に
店
聞
き
し
た「
老
舗」
の
セ
イコ
ー 、

そ
れに

オ
メ
ガ 、
一
番
新し
く
オ
ー

プ
ン
し
た
若
者の
慣れ

の
的ベ
ネト
ン 、
ス
テ
フ
ア
ネ
ル
があ
る。
ベ
ネ
ト

ン
で
は、
Gパ
ン
が一
本一
四
O
元〈
約三
五
O
O

円） 、
ゥ
l

ル
の
セ
ー
タ
ー

が一
八
O
元
ハ
約四
五

O
O門〉
と一
泊で一
カ
月の
平
均
月
収
は
軽
く
飛

ん
で
し
ま
う ・
普
通の
中
国
人に
は
ま
だ
高
嶺の
花

で 、
もっ
ぱ
ら
デ
l
トコ
l

ス
の
ウ
イ
ン
ド・
ショ

ッ
ピ
ン
グ
用 。
酒
洛
たカッ
プ
ル
は、
そ
の
あ
と
近

く
の
ケ
ン
タッ
キ
ー－

フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ンか
デ
イ
リ

ー
ク
イ
ー
ン
の
ア
イ
ス
ク
リ
ーム 、

は
た
ま
た
吉
野

( 112) 
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’ 

家の
牛
弁へ 。

カ
ネ
さえ
出
せ
ば
人
民
元
で
も
買え
る 。
上
海の

繁
撃
街に
は
郊
外の
「

万
元
戸」
農
民の
ボ
ン
ボ
ン

相
手に一
泊五
O
O
O
元
ハ
約一
二
万五
O
O
O門）

と 、
と
てつ
も
ない
値
段
でパ
リ
斑品輸入
の
服
を
売

る
オ
l
ト
・
クチュ
l

ル
街が
あ
る 。
万一冗
戸の
農

民や
個
人
経
営
主
とい
う
新
資
産
摘は
ブ
ラ
ン
ドロ聞

を
平
気で
買う 。
多
くの
中国
人に
とっ
て
の
「

ブ

ラ
ン
ド（

名
牌
どと
は「
松
下
牌L 、可目
立
牌L 、
「三

洋
牌」 、「
精工
牌」の
日
本
製
品
で
あ
り
45
5
5」

や
「マ
l

ル
ポロ」
の
洋モ
ク
で
あ
る 。
ハ
大崎町）

字
を
桟
め
な
い
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
か

…

ユ
ネ
ス
コ
資
料に
よ
れ
ば 、
一
九
八
五
年
時
点

で 、
一
五
歳
以
上の
文
盲（中国
では
原絡が
文
盲 、

半
文
盲でこ
の
用
絡
を
用い
る
が 、
非
誠
字
率の
こ

と）
人ロ
は 、
二
億二
ニ一
七
・
六
万
人
〈総
人口

の三
0・
七% 、
内 、
男一
七・
六
% 、
女四四・
五

%〉 一
ま
た 、
一
九
八
二
年
人口
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ

ば 、
一
二
歳
以
上
文
育
人口
の
二
億二
九
九六
万
人

が
九
O
年に
は一
億八
二
二
五
万
人（ニ
ニ・
八
%

から一
五・
九
%）
に
減
少し
てい
る 。

中国
で
は 、
文
百と
は
五
O
O
字
以
下
し
か
続み

彼き
で
き
ない
者
をい
う 。
性
差・

農村都市別・

年
齢
階
級
別・
地
城
別で
か
な
り
の
差異が
顕
著で

あ
るこ
と
が
特
色 。
五
O
O
字
以
上
で
き
る
が
文吉田

中国・ 1(）（）の疑問

一
掃
基
準
数
（
融制
民・
労
働
者
はニ
O
O
O
字 、
農

民・一
般
住
民は一
五
O
O
字）
に
逮
せ
ず 、
新
聞

が
続め
ず
手
紙が
密
け
ない
者
を
半
文
盲とい
う 。

八
八
年二
月に
条
例
を
公
布
し 、

文
盲
離
脱
基
準に

逮
す
る
と
「文

官
隊
脱
鉦
明
笛」
を
交
付
し
て
推
進

強
化
し
てい
る 。
ハ
若林〉

学
校
に
行
か
な
い
子
は
何
人
い
る
か

九
O
年
人口
セ
ン
サ
ス
結
果
で
は 、
六
1一

四
歳

の
不
在
校
児
童が
全
悶
で三
三
七
四
万
人で
その
年

齢
の一
九・一
%
（
男四回一
・
六
% 、
女
五六
・
四

%） ・
農
村
生
産
初
負
制
が
導
入
さ
れ
た
後 、
中
途

退
学
児
童が
増
大
し
て
い
る 。
（
若
悼仲）

…

失
業
者
は
ど
の
く
ら
い
い
る
か

都
市
部
し
か
発
表さ
れ
ない
が 、
一
九
九
O
年で

約四
O
O
万
人 。
その
うち
失
業
青年は
三
二一一
万

人
ハ七八
%）
とい
わ
れ 、
失
業
率
は
ニ
・
五
%
で

あ
る ・
だが 、
どこ
ま
で
実
態
を
反
映
し
てい
る
か

は
疑
問だ ・
農
村の
潜
在
失
業者は一
億
人
と
もい

わ
れ 、
と
くに
農
業生
産
資
任
制が
導入
さ
れ
て
以

来 、
潜
在
失
業
者は
急
増
し
て
お
り 、
，

盲
流’
と

呼ば
れ 、
都
市に
殺
到
し
てい
る 。
最
近
で
は
沿
海

地
域
を
中
心に
外
資
企
業が
積
極
的に
進
出
し
てい

る
こ
と
か
ら 、
外
資
企
業の工
場
前
で
は
臓
を
求め

て
列
を
な
し
てい
る
現
象が
起
き
てい
る ・
（
稲
垣〉

「
定
子
」

と
は
何
か

「
箔
子」
ハピ
イ
ツ）
と
呼ば
れ
る
途
中
が
い
る 。

多
くは
正
撲に
つ
か
ず 、
入
手
困
難
な
外国
製の
釆

用
車や
カ
ラ
ー

テレ
ビ
を
転
売
し
た
り 、
法
外
な
手

数
料
を
稼い
でい
る
ブロ
ー

カ
ー

や
詐
欺
師
といっ

た
反
社
会
的
人
物で
あ
る 。
急
激
な
経
済
建
設を
進

め
る
た
めに
外国
か
ら
の
投
資や
経
済
交
慌
を
重
視

しは
じ
め
た
こ
と
か
ら 、
削ブロ
ー

カ
ー

や
不
法な

経
済活
動に
よっ
て
俄か
成
金が
生
ま
れ
た
の
だ 。

高
級ホ
テ
ル
の
男
性
宿
泊
客の
部
屋に
若い
女
性
を

送
りこ
み 、
後で
符
首に
変
装
し
た
仲
間
が
押し
掛

けて
客か
ら
金
を
巻き
上
げ
た
り 、
他
人の
金
を
だ

ま
し
とっ
て
生
活
し
てい
る 。
ハ戸
強）

( 113) 
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不
倫
は
認
め
ら
れ
て
い
る
か

開
放
政
策
が進
む
中
で

、Jハ
害」
と
い
う
社
会

問
題
が
浮
上
し
て
い
る ・
そ
の
内
訳
は

、
ω
売
春

〈
売淫－
wM淫）
ω
ポ
ル
ノ
（
沼援
物
品の
製造・
阪

先〉
ω
人
身
売
買
ハ婦
女・
児
盗の
誘
初・
売
買）

ω
麻
業ハ
栽培・
吸
飲・
鎗
送・
販
売）
朗
賭
博
場

経
営側
迷信
利用の
詐欺・
殺人

、
以
上六つ
で
あ

る・
な
お

、広
州
市・
広
東
省で
は

、暴
力
団
組
織

を
加
え
て
寸

七
答」
と
呼
ば
れる。
〈
担制
H仲〉

麻
譲
事
件
は
あ
る
か

こ
れ
まで
はゴ
ー

ル
デン・
ト
ラ
イ
アン
グ
ルで

生
産
され
たヘ
ロ
イ
ン
は

、
海
路
寄
港に
速
ば
れ
る

ケ
l

ス
が
多か
っ

た。
最
近は中
国
経
由で
海
外に

売
り
捌か
れる
ル
ー
ト
も聞か
れ

、麻
薬
は
大
き
な

問
題に
なっ
て
い
る・
一
九
九一
年一
月か
ら
九
月

の
悶に
タ
イ
と
国
境
を
援
する
袋
南
省で

、二
八一

八
件の
麻薬
密
売事
件
が鏑
発
され

、
四一－
二
七
人

の
密
売
犯を
逮
捕

、八
七六
J
M，
の
アヘ
ン
と一
二

八
OJM，
のヘ
ロ
イ
ン
が
押
収
され
た。
〈
戸
張）

ど
ん
な
犯
慨
が
あ
る
か

売
春
婦
は
ど
の
く
ら
い
い
る
か

売
春
は八
六
年二
万
五
O二一
人

、
八
九
年一
一

万
五二
八
九
人
と
わ
ずか
三
年で
五
倍
近い
摘発と

なっ
た・
九一
年一
月J
七
月にか
けて
の
摘
発
は

、

鶴
市
部で二
万六
七
五一
件で
前例
年
同
期に
比べ
て

七
五・二
%
増

、厳
村
部
で
二
万
三
八
六
O
件
で
凶

0
・二

%
泊 。
八
三
年
J

九一
年に
わ
たる
三
回
の

集
中
的
取
り
締
ま
り
で

、
総
計
五
八
万
人
余
を
調

査・
処
分
し

た・
近
頃
は
厳
しい

取
締
り
も
ある
が、

全
国
的に
広
がり
巧妙に
なっ
てい
る。
と
くに
経

済
特
区の
地
区で
こ
の
傾
向
が著
しい 。
ハ
戸
強）

エ
イ
ズ
は
あ
る
か

九
月中
旬
現
在で
感
染者
九
三二
人
と
発
表
され

た。
売
春
婦

、総
計五八
万
人
余の
調
査
で
は

、
因
。

%
以
上
が
何
ゐか
の
性
病にか
か
っ
てい
た。
人
民

共
和
国
成
立
後根
絶
され
てい
た性
病
が再
び
息
を

吹
き
返
し 、

社
会
問
題
化
し
てい
る．
〈
若
林）

不
倫
は
毘
め
ら
れ
て
い
る
か

事
通
罪
はない
が

、一
九八
O年に
施
行
され
た

刑
法
第
百八
十一
条で
は

、「
現
役
軍
人
の
配
偶
者

で
あ
る
こ
と
を明
らか
に
知
り
な
がら

、
これ
と
同

居
ま
たは
結
婚
を
し

た
もの
は

、三
年
以
下
の
有期

懲
役に
処
する」
こ
と
に
なっ
てい
る。
軍
人の
婆

だ
け
が
対
象に
なっ
て
い
る
の
は、
作
興行
動の
た

めに
軍
人
は
別
居の
場
合
が
多
く
、

そ
ういっ
たケ

ー
ス
が
少
な
く
な
いか
ら
だ
ろ
う 。
〈
戸張）

人
質
い
は
あ
る
か

山

人
買い
と
売
春
は
極
めて
密
機
な
附
係に
あ
り
、

総
力
団
が
紛
女
子や
子
供
を
誘拐
し

売
り
飛ば
す
犯

罪
活
動
がみ
ら
れ
る・
ま
た、
組
織
的
「

人
阪
子

（
人
貿い
ど
に
よ
り
四
川

、
賃
制川

、
雲
南

、
映
西

、

甘
粛
な
どの
貧しい
農
村の
娘
が、
江
蘇

、
山
市阜 、

河
南
な
ど
撃
北

、
筆
中の
農
民に一
人ニ
C
o
o
l

悶
O
O
O
元（
五
J一

O
万
円〉
で
売
ら
れ
る
例
も

あ
る・
こ
の
背
後に
は

、
旧中
国
以
来の
女
児
間
引

きに
よ
る
性
比
不
均
衡で

、
農
村
男
性
の
結
鍍難と

い
う
人口
問
飽
があ
る。
ハ
出荷
林〉

法
律
上
「
人
権
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

憲
法に
は
言
輪

、
出
版

、
結
社
な
ど
欧
米で
認
め

ら
れ
て
い
る
人
織
は
すべ
て
保附
する
と明
記
され

て
い
る。
しか
し
、

実
際に
は
人
権
はほ
と
ん
ど
認

めら
れ
て
い
ない 。
昨
年

、
建
国
以
来
初
めて
人
権
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白
容
が発
表
さ
れ
た
が、
個
人の
人
権よ
り
も国
の

梅
利 、
集
団の
権
利
を
尊重
する
盗
勢
がに
じみ
出

て
お
り
、

まだ
個
人の
権
利
を
重
視
する
考え
は
確

立
され
てい
ない 。
。P
強）

裁
判
で
は
弁
穫
土
は
つ
く
の
か

名
目
的に
は三
権
分
立がある
とい
わ
れてい
る

が
実
際に
は
不
可
能 。
裁
判
制
度は
地
方司
法
院と

高
等
司
法
院の
二
審制
が
採
用
され
てい
る。
裁
判

で
は
弁
護
士の
弁
論
は認
めら
れ
て
い
る
が

、
悪人

弁
護
は
で
き
ない
との
考え
方
が強い 。
弁
護
士
制

度
は
あっ
て
ない
よ
う
な
もの。
四
人
組
裁
判
で

も、
弁
護
士によ
る
弁
論
はほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な

か
っ
たe
裁
判の
結
論
は
事
前に
準
備
さ
れ

、
裁判

は一
穏の
ショ
ー

に
過
ぎ
ない ．
〈戸
張〉

公
開
銃
殺
剤、

市
中
引
き
回
し
は
あ
る
の
か

ムハ
警の
追放
キャ
ンペ
ー
ン
な
ど
が
は
じ
ま
る

中国 ・ 1(）（）の疑問

「
お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
は

と 、
関
連
して

競
技
場
な
どで
の
公
開に
よ
る
銃
殺

刑の
判
決
が言い
渡
され

、
現
在で
も
見
せ
し

めの

ための
公
開
処
刑
がし
ば
し
ば
行
な
わ
れて
い
る。

全
国
的
な
麻
宙飛
取
り
締
ま
りの
と
きに
は

、
忽
南
省

で
逮
捕
され
た
麻
薬
密
売
人
が一

斉銃殺
され
たり

し
て
い
る。
世間
迅の
小
説
『

阿Q
正
伝』
で
は
主
人

公
が市
中
引
き
回
し

の
う
え
村
は
ず
れで
処
刑
され

る
が

、こ
れ
は
中国
の
伝
統で
今で
も
行
な
わ
れて

い
る。
な
お 、
銃
殺に
使
わ
れ
た銃
郭の
繁
用
は、

処
刑
者の
家
族
が
払
う
こ
と
に
なっ
て
い
る。
（
戸

張〉政
治
犯
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か

政
府の
発
表で
は
政
治
犯
は一
人
もい
ない
こ
と

に
なっ
てい
る。
しか
し 、
アム
ネ
ス
ティ
・
イ
ン

タ
ー

ナ
ショ
ナ
ル
の
劉・べ
で
は

、
天
安
門
事
件
以
降

に
政
治
犯で
死
刑
判
決
を
受け
た
者
は一
六
五
O
人

以
上で

、
処
刑
さ
れ
た
もの
は一
O五
O
人 。
逮
捕

理
由の
ほ
と
ん
ど
は
反
革
命
罪
で
あ
る。ハ
戸
張〉

ウ
ア
ル
カ
イ
シ
は
今、

何
を
し
て
い
る
か

米
国・
カ
リ
フ＊
ルニ
ア
大
学バ
ー

ク
レ
ー

校で

語
学
を
研
修
中で
ある。
英
語
をマ
ス
タ
ー
し 、

政

治
学
を
通じて
東
洋
を
研
究し
たい
と 、
目
下ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド

やボ
ー
イ
の
ア
ルバ
イ
ト

を
し
な
が

ら
自
活
してい
る。
ま
た、
二
十四
歳に
なっ
た
彼

は、
事
件
を
題
材に
し
た映
画の
脚
本
を
書い
て
お

り
、

う
ま
くい
けば
今
年
中に
ク
ラン
ク
・
イ
ン
す

る
予定
だ
とい
う 。
人
を
引
きつ
ける
カと
指
導
力

は天
性
の
もの
だ
が、
同
時に
そ
の
奔
放
な
行
動は

周
囲
の
館
建と
非
難
を
招
く
結
果
と
なっ
た。
現

在 、
民
主
化
運
動
の
リ
ー

ダ
ー

役か
ら
はは
ず
さ
れ

てい
る。ハ
大
崎〉

柴
玲
は
今、

ど
う
し
て
い
る
か

事
件
まで
天
安
門
広
場の
「

総
指
揮」
を
し
て
い
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ビ
ジ
ネ
ス
で
ち
ょ
っ
と

疲
れ
気
味
の
旅
先
で
は 、

フ
ロ
ン
ト

の
さ
り
げ
な
い
「
ひ
と
こ
と
」

が 、

お
客
織
に
心
ふ
れ
あ
う
や
す
ら
ぎ
を

お
届
け
す
る
こ
と
で
し
ょ
う 。

ご
自
宅
の
よ
う
に
ご
ゆ
っ

く
り

お
く

つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い

。
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た北
京
師
範
大
学の
曲目
玲
は

、一
年
近い
逃
亡
の

末 、
寄
港か
らフ
ラ
ン
スへ ・
共に
亡
命
し
た同
志

で
あ
る
夫・
封
従
徳と
縫
鎗し

、
現
在
米・
プ
リ
ン

ス
トン

大
学
大
学
院で
国
際関
係論
を
専攻する。

（
大崎）学

生
指
導
者
た
ち
は
ど
う
な
っ
た
か

当
局
測に
「

首
謀
者」
と
し
て
公
開
指
名
手配
さ

れ
た学
生の
指
導
者一一一
人の
う
ち

、
七
人
は
地
下

ル
l
ト

で
国
外
脱
出を
来
たし
た・
残る一
四
人
は

今
も閣
内にお
り
、

北
京
大
学
生で
王
丹のよ
うに

す
でに
逮
舗 、
投
獄
が確
認
され
た
者

、
そ
し
て
な

お
淋
伏中の
者
がい
る・
〈
大崎）

方
励
之
は
ど
う
し
て
い
る
か

ま
た、
「

中
国
の
サ
ハロ
フ」
方
励
之
氏
夫
婆
は、

事
件
直
前に
北
京の
米
大
使
館に
逃
げ
込み

、
外交

安
渉の
末 、
英
国
経
由で
米
国へ 。
組
織
的
な
運
動

に
は
加
わら
ず

、
現
在
はア
リ
ゾ
ナ
大
学で
天
体物

理
学
者と
し
て
研
究
生
活に
あ
る。
（
大胡町）

厳
家
其
は
ど
う
し
て
い
る
か

中
悶
社
会
科
学
院政
治
学
研
究
所
所
長・
厳
家
共

氏
は

、
事
件
直
後香
港
経由でパ
リに
亡
命 。
中
国

民
主
化
運
動の
世
界
組
織「
中
国
民
主
陣
線」
主
席

と
なっ
た。
現
在
は
民
主
化
運
動と
と
もに
フ
ラン

ス
で
中
国
政
治
研
究に
従
事
し
、

中
国の
「

連
邦

制」
を
主
張
する
著作を
発
表
し
てい
る。
〈
大
崎）

海
外
の
民
主
化
運
動
家
の
生
活
は
ど
う
か

海
外に
逃
れ
た
学生
指
導
者・
知
浪
人の
多
く
は

米・
仏で
研
究活
動に
従
事
し
て
い
る。
し
か
し
、

中
国で
は
有
名で
も
その
カ
は
世
界に
は
往々
に
し

て
通
用
し
ない ・
一
部の
成
功
者
を
除けば 、
西
側

で
生
活の
維持に
追わ
れ
る
者
が大
部
分で
あ
る。

（
大崎）

－虚血血届E単車車墨書a・
品川
側
目
別
問抑制

占洲
n
剛一
手一
四一w

tmtm

祉
制
脳
町円rm町

dMH

会
咽
脳
波宮川

d’4・z－
a丙闘MM別 FF・－a巾
FP ド

闘H
縁
側開
閉
山

崎1

ほ斤
咽
斤
剖

h
・・v
明
郵
η
社4

hF
a．，
a完
本
日
本
別

4・・
造
問聞
東
釧

a’u・司
製
綿町
東国

四
人
組
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

毛
沢
東
が死
去
し
て一
カ
月
も
経
たない一
九
七

六
年
十月

、
毛
沢
東夫
人の
江
官
女
史 、
強
者
橋 、

王
洪
文

、
銚
文
元の
極
左
勢力四
人
は
反
革命の
界

で
逮
捕
され
た。
その
後八一
年一
月に
判
決
が
下

され
、

江
菅と
張
春
橋
は
執
行猶
予二
年
の
死
刑
だ

っ
た
が
後に
無
期
懲
役に
減
刑
され
た。
王
洪
文
は

無
期
懲役 、
銚
文一冗
は
懲
役ニ
O
年の
判
決
を
受
け

た・
この
うち
江
町Hは
昨
年
保
釈中に
自
殺
し
、

王

洪
文
は
昨
年
八
月に
病
死
し
た。
四
人
組
は
今で
も

反
革命
集
団 、
あ
る
い
は
林
彪
反
革命
集
団
の一
部

と
批
判
され
てい
る・
国
民
が四
人
組
を
批
判
する

時に
は
その
背
後に
い
る
毛
沢
東
批
判の
意味
が
込

めら
れ
て
い
る。
（
戸
張）

毛
沢
東
は
評
価
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
か

文
化
大
家命
以
後、
評
判は大
暴
落 。
しか
し
、
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海ベ
ヲL リ
巴力
も ン
飛 ほ
ん 、

開
放
政
策
が進
み
鐙か
に
なる
につ
れ 、
政
府
高
官

の
汚
獄 、
腐
欺
な
ど
が
新
しい

問
題に
なっ
た。
普

を
懐か
し
む
気持
ち
か
ら
「

毛
沢
東
がい
さえ
す
れ

ば
こ
ん
な
こ
と
は
起こ
ら
な
かっ
た」
と
大
衆の
聞

で
再
評
価
され
だ
し
、

今で
は
毛
沢
東の
ブ
ロ
マ
イ

ド
がよ
く
売れ
てい
る。

中
国
共
産
党の
発
表に
よ
れば 、
文
背中と
毛
沢
東

を
直接
結
びつ
ける
こ
と
はし
て
い
ない 。
毛
沢
東

の
晩
年
の
誤りは
批
判し
てい
る
が

、
毛
沢
東の
は

たし
た役
割
を
強
調
し 、

功
綴
第
て
誤
り
は
第二
と

い
う
評
価
がく
だ
され
て
い
る。
し
か
し
、イ

ン
テ
リ

の
聞で
は、毛
沢
東
は
個
人
崇
拝
を
助
長
し 、

反
省・派

闘
争
を
通
じ
て
共
産
党
内
部 、
国
内の
宮
論の
自
由

を
圧
殺
し
たと
批
判
が
高
まっ
てい
る。
毛
沢
東
批

判
は
法
律で
禁
じら
れ
て
はい
ない
が、
公
然と
批

判
す
る
の
ははば
か
ら
れる
の
が
実情
だ 。
ハ
戸川被〉

周
恩
来
は
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
か

中国 ・ 100の疑問

寝息翠星雲

建国
以
来の
指
導
者の
中
で
もっ
と
も
国
民に
尊

敬
され
てい
る
人
物で
あ
る。
毛
沢
東や
野
小
平ら

が
再
鯵
し
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
うに、
「

英

雄
艶を
好む」
の
傾向
が
強い
中で

、周
恩
来
は
野

頴
超
女
史一
人
を
終
生の
姿と
し
たこ
と
が
人
気
を

呼
んで
い
る。
ま
た、
毛
沢
東の
イ
デ
オロ
ギ
ー

第

一
主
義に
対
し
て
周恩
来
は
き
わ
め
て
人
間
的
な
政

治
を
行
ない 、
昨
年に
は
映
画
「

周恩
来」
が
製
作

され
た。
だ
が

、か
つ
て
国
民
党
占
領
地
区で 、
中

国
のス
パ
イ
組
織
を
握っ
て
い
たこ
と
が明
ら
かに

なっ
てい
る。
そ
うい
う
側
面
が
もっ
と
研
究
され

るべ
きで
あ
ろ
う ・
（
戸
強〉

四

マ
ル
ク
ス、

レ
l－一
ン
は
ど
う
評
価
さ
れ
る
か

郡
小
平
が
階
薮
関
争
第一
主
義
を
否
定
し
、経

済

を
中
心に
し
た
改
革・
開
放
化
政
策
を
取
り
入
れ
た

こ
と
か
ら、
全
土でイ
デ
オ
ロ
ギ
ー

隠
れ
がは
じ
ま

り
、かつ

てほ
どマ
ル
ク
ス・
レ
｜ニ
ン
主
義
を
強

調
す
る
こ
と
は
ない 。
し
か
し 、
マ
ル
クス・
レ
l

ニ
ン
主
義 、
毛
沢
東
思
想
が中
国
を
指
導
する
思
想

で
あ
る
こ
と
は
郡
小
平
も
か
ね
が
ね
主
張
し
て
お

り
、名

目
的に
は
今で
も
マ
ル
ク
ス・
レ
lニ
ン
主

義
は
評
価
され
て
い
る。
ただ 、
mw小
平
が
推進
し

て
い
る
「

中
国
的
特
色
を
持っ
た社
会
主
餐」
は
限

り
な
く
資
本
主
義に
近
付い
てい
る
ため、
マ
ル
ク

ス
・
レ
iニ

ン
主
義
は
事
実
上 、
空
洞
化
し
て
い

る。
（
戸
強）

一

郎
小
平
は
人
気
が
あ
る
の
か

第二
次
天
安
門
事
件で
郷
小
平
が中
心
と
なっ
て

戦
車
を
動
員 、
非
武
装の
学
生・
市
民の
デ
モ
を
鎮

圧
し
たこ
と
か
ら
、

mm
小
平の
評
判は
完
全に
下
湾

し
、ま

る
で
殺
人
鬼の
よ
う
な
言
わ
れ
方
を
し
た。

し
か
し 、一二

年
後の
今 、
野
小
平
な
しに

は
改
革
路

線
は
な
い
と
の
考
え
方
もで
て
き
て
い
る。
独
裁

者 、
第二
の
毛
沢
東といっ
た
批
判
があ
る
に
もか
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か
わ
ら
ず

、
代わ
る
人
材
が
いな
い
の
だ 。
〈
戸張〉

孔
子
は
ど
う
鮮
価
さ
れ
て
い
る
か

文
化
大
革
命の
末
期に

、「
頑
固に
奴
隷
制
を
維

持
し
た
思
惣
家」「
儒
家は
売
国
主
義
者で
あ
る」

な
ど
と
批
判
さ
れ 、
孔
子
が否
定
さ
れ
たと
恩
わ
れ

て
いる 。
し
か
し 、

敵は
本
能
寺 、
直
接の
狙
いは

周
恩
来で

、
江
市Hは
周
恩
来
を
「

現
代の
大
俗」
と

猛
批
判
し
た。
その
後、
孔
子に
対
す
る
評
価は
客

観
的
な
ものに
な
り
、

現
在では
「

孔
子
研
究
会」

や
「

…誕の
保
存」
な
ど
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い

る 。
ま
た、

市昼間ア
ジ
ア
で
急
速
な
経
済
発
展
をと

げ
て
いるN
I
E
S
の
多
く
が儒
教
文化
圏で
あ
る

ため
、

中
国で
も
注目
され
だ
し
、

新
たな
孔
子
ブ

ーム
が
学
者の
中
で
起
きて
いる 。
（
戸開放）

政
党
は
あ
る
の
か

中
国に
も
共
・渥
党の
ほ
かに

、八
つ
の
政
党
か
ら

な
る
い
わ
ゆる
コ

民
主
諸
党
派」
があ
る ・
だ
が、

寸
民
主
結
党
派」
は
い
ず
れ
も
野
党
で
は
な
く
、

中

国
共
産
党に
俊
成
し
協
力
する
「

友
党」
で

、
その

経
費は
中
国
政
府・
中
共
政
権か
ら
支
給
され
る 。

そ
の
八
つ
は 、
①中
国
国
民

党革命委員
会
②中
国

民
主
同
盟
③
中
国
民
主
建国
会＠
中
国
民
主
促進
会

③
中
因
縁工
民
主
党
⑥
中
国
致公
党
①
九三
学
社
⑧

台
湾
民
主
自
治
同
波で
あ
る 。

従っ
て

、
民
主
務
党
派の
存
在
意
義は

、
中
国
共

産
党の一党
独
裁の
も
と
で

、
中
国に
も
J民
主
政

治」「
政
党
政
治」
があ
るこ
と
を
印
象づ
け
るこ

と
に
あ
り 、「
便
所に
飾
る
花
瓶」
と
皮
肉
ら
れ
て

いる 。
〈
伊藤）

中
国
で
世
蛤
関
査
は
可
能
か

こ
れ
ま
でに
会
図
的
規
模で
世
論
調
査
が
行
な
わ

れ
たことは
な
い。
共
産
党の
イ
デ
オロ
ギ
ー

に
反

す
る
よ
う
な
声
が
出
る
と
困
る
か
らで
あ
ろ
う 。
一

方
、明

確
な
意
思
表
示
を
す
る
こと
を
危
ぶ
む
国
民

の
努
戒
心
もあっ
て
実
現
さ
れ
て
い
な
い。
ただ

、

最
近では一
部の
企
業や
大
学で
小
規
模の
意
識調

査
を
行
な
うケ
l

ス
は
出
て
き
て
いる ・
〈
戸
開放〉

国
内
に
報
道
の
自
由
は
あ
る
の
か

中
国
では
各
報

道機関に
デ
ス
ク
が
二
人
いる 。

一
人は
専
門
的
な
駿
業
上
の
デ
ス
ク 。
も
う一
人は

中
国
共
産
党の
コア
ス
ク」
で
あ
る 。
ニ
ュ
ー

ス
の

原
稿は
か
な
ら
ず
このこ
人の
検
閲
を
得て
か
らで

な
い
と
掲
紋・
発
信・
放
送で
き
な
い。
特に
党側

か
ら
の
ク
レ
ーム

は
致
命
的で
あ
る 。
新
聞・
通
信

は
緊
急の
大
事
件
で
もよ
ほ
ど
のv』
と
がな
い
限
り

「
突っ
込み」
は
で
き
な
い
し 、

放
送に
し

て
も
録

画・
録
音の
大
原
則は
幽
げ
ら
れ
な
い。

胡熔邦
、

組
紫
陽
商
総
書
記
時
代に進
めら
れ
た

うまさ約がう『！
酒
書店
西条の
名酒

＆L

 

46・会式｝
ドtpp，
制割判か進hu

粂
酒値
商m汁
醐
烏
牡蹴
広
白川田

品
質
第
一

’

Z

白

紙

持ポ

延宝三
年
創業・一二百年の
伝
統

情
報公
開と
速
報
性
と
い
う
「ニュ
ー

ス
改
革」
は

「
天
安
門
事
件」
を
機に
後退
し
た。
民
主
化
運
動

の
高揚の
中
で
「

報
道の
自
由」
を
求
めて
記
者
た

ち
もデ
モ
し
、

党の
機
関
紙
『

人
民
日
報』
まで
も

が反
旗
を
翻
し
たか
らで
あ
る 。
出
版
物
も「
ポル

ノ
追放」
を口
実に
段々
と
規
制
が
厳
し
く
な
り
、

担
当の
役
所で
あ
る
新
聞
出
版
箸で
隅々
まで
検
聞

を
受
け
たあ
と
「

無
罪
証明L
の
登
録
番
号
を
取ら

な
いと
出
版で
き
な
い。

「
党の
新
聞や
国
家の
ラ
ジオ

、
テ
レ
ビ
と
関
連
出

版
物は
党
と
人
民の
喉や
舌
で
あ
り
、

必
ず
党の
指

導の
下に
無
条
件に
党
と
政
府の
路
線

、
方
針

、
政

策
を
宣
伝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」（中
国
共
産
党

中
央
委員
会〉
の
で
あ
る 。
〈
大崎）
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教
科
書
は
日
本
を
ど
う
描
い
て
い
る
か

大
学
に
教
育
の
自
由
は
あ
る
か

大
学の
続
殺
も
例
外
で
は
な
い。
「

プ
ル
ジヨ
ワ

自
由
化
思
想」
の
温
床
だ
か
ら
だ ・
講
義
の
原
稿

は
、

ど
ん
なに
偉
い先
生で
も
事
前に
大
学の
党
委

員
会の
検閲
を
受け

、
教室では
原
稿
を
様
統み
す

る。
原
稿か
ら
外
れ
たこ
と
を
話
し
たり 、
み
だ
り

に
学
生と
討
論し
たり
す
れ
ば
「

審
査」
が
待っ
て

いる・
（
大崎〉

…

信
頼
さ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
は
何
か

中
国
人は
自
国のマ
ス
メ
ディ
ア
の
伝
えるニ
ュ

ース
を
信
用
し
な
い。
ウソ
八
百の
情
報の
中
で
務

し
慣
れ
て
き
た民
族は

、
いろ
ん
な
話
を
総
合
して

自
分で
判断
を
する
習
性
が
身につ
いて
いる。

中
国
入
社
会で

、一
番
信
頼
性・
伝
知
性
が
商い

のは
、ー

小
道
消
息ハ口
コ
ミ）」
で

、
人
か
ら
人へ

と
あっ
と
いう
聞に
伝
わ
る。
野
小
平一
一族の
汚
職

も
、「

天
安
門
事
件」
の
真
実
も
、

当
局
側
が
ど
ん

なに
宣伝
を
して
も
「

小

道消息」
には
か
な
わ
な

い。
中
には
無
資
任
な
噂
も
ある
が、
そ
の
中
に
は

中国 ・ 100の疑問

一
定の
「

真実」
が
含
ま
れ
て
いる
こと
が
多
い。

信
用
度の
低
い公
式メ
デ
ィ

ア
の
中
で
普
及
率
が

一
番
町
いの
は
テ
レ
ビ
とラ
ジ
オ
で
あ
る。
当
局
側

も『
人
民
日
報』
や

、と
きには
国
営
新
華
社
通
信よ

り
も
先に、
党
中
央や
政
府の
重
要
なお
達し
を
夕

方の
テ
レ
ビ 、
ラ
ジ
オ
の
メ
イ
ンニュ
ー

スで
放
送

す
る。
視
聴
率 、
聴
取
率は
と
もに
高
く
、

ラ
ジ
オ
で

は
九
O
%
以
上に
逮
する。
中
国で 、
放
送
が
後鈴

で
ある
の
は

、
勤時
字率・
が
低い
ため
で
も
ある。

こ
の
他 、
人
気
が
高
いの
はV
O
A
や
B
B
C 、

台
湾の
「

自
由
中
国の
声」
な
ど
海
外放
送 。
短
波

ラジ
オ
は
か
な
り
普
及し
て
お
り 、
知
殺
人・

栄＆－

は
世
界の
動
き
を
これ
でキ
ャ
ッ
チ
し 、

圏
内の
報

道
との
問の
ギャ
ッ
プ
を
埋
めて
いる・
（
大崎〉

中
国
園
内
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
真
実
を
伝
え
る
か

「
人
民
日
報
幼
鋭
八
道 、
中
央
電
台
傾
倒
黒
白
！

〈『人
民日
報』
は
デタ
ラ
メ
ば
か
り
、中

央テレ
ビ
は

自と
m酬
を
逆に
伝えて
いる〉」

三
年
前の
民
主
化
運
動の
際に
北
京
大
学に
出
た

壁
新
聞の
名
宮で
あ
る。
あ
る
知
識
人は
「『

人
民

日
報』
で
正
確
な
のは
日
付
け
だ
け
だL
と
言
い切

っ
た。
中
国
人の
当
局
側メ
ディ
アに
対
する
信
用

度は
コ

ス
安
門
事
件」
を
境に
ま
た
急
降
下し
た。

一
審
発
行部
数
の
多い
新
聞は
党の
機
関
紙
『

人

民日
報』
で
は
な
い。
新
制中
社
発
行の
『

参
考
消

息』
と
いう
海
外の
新
聞・

通信社の
記
事
を
転
相似

し
た
非
公
開・
内
部
発
行
扱
いの
新
聞で
ある。
そ

れ
で
も八
三
年
段
階で
五
O
O
万
部に
過
ぎ
な
い。

こ
れ
は 、
外
国
人
以
外
な
ら
誰で
も
購読で
き
る。

し
か
し
、

さら
に
重
要
な
情
報は
幹
部
用の
新
聞

『
参
考
資
料』
に
し
か
載っ
て
い
な
い。
こ
れ
は
省

で
い
えば
局
長
級
以
上
だ
けで

、
午
前・
午
後の
二

回
配
布 ・
「

幽慨
密」
に
属す
る
もの
は
『

内
部
参
考』

と
い
う一
部の
高

級幹部
専
用の
新
聞に
掲
叙
され
( 119) 



る
だ
け 。
これは
海
外よ
り
国
内
問題に
重点
が
置

か
れ
て
いる。
このへ
んは
当
局
が磁
認
し
た確
度

の
高
い
情
報
だ
と
いえ
る・
ハ
大縮問）

日
本
の
北
京
特
派
員
は
何
を
し
て
い
る
の
か

現
在 、
北
京・
上
海に
常
駐
する
日
本の
報
道機

関の
特
派
員は
新
聞・
通
信・
放
送
あ
わ
せて一
五

社 、
四
O
人
近
く
に
の
ぼ
る
（
台
北に
支
局
を
幽
い

て
いる
産経
新聞
社は
常駐
特派
民
を
認
めら
れて
い

な
い） 。
中
国に
聞
し
ては
「
目
中
記
者交
換
協
定」

に
基づ
き
相
互の
人
数
がと
り
決
めら
れ
て
お
り
、

日
本
側
だ
けで
自
由に
増
員
す
る
こ
と
は
で
き
な

い。
北
京
で
は
中
国
外
務
省
報
道
局
の
管
理
を
受

け
、

取
材は
各
省・
市・
区
な
ど
の
「

外
事
弁
公

室」
を
通
じ
て
行
な
う 。
各
社の
支
局は
すべ
て
当

局
側の
管
理
する
可

外交
官アパ
ー
ト」

に
あ
り
、

郵
便・
電
話・ファ
クシミ
リニプレッ
ク
ス
は

、
技術

的に
は
簡
単に
「

チェ
ッ
ク」
で
き
る
仕組み
だ ・

「
天
安
門
事
件」
の
後、
中
国
政
府は
新
たに
条
例

を
発
布 。
「

外
国
人
記
者
と
外
国の
常
駐
報
道
機
関

は
、

決
めら
れ
た
取
材
計
画
内で
業
務
活
動
を
行
な

う
こ
と．
職
業
道
徳
を
守
り
、

事
実
を
歪
曲
し
た

り
、

デマ
を
狸
遺し
たり

、
不
正
な
手段
を
使っ
て

取
材
報
道
を
して
は
な
ら
な
い．
その
身
分に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
こ
と
や

、
中
国の
図
家
の
安
全

、
統

て
社
会
公
共の
利
益に
危
害
を
及
ぼ
す
活
動
を
し

ては
な
ら
な
い〈
第
十四
条ど 。
条
例の
解
釈
権は

中
国
側に
あ
り
、

いつ
で
も
気に
食
わ
な
い記
者は

国
外追放で
き
る。
し
か
し
、

欧
米の
紀
者に
比べ

て
国
外
追放の
「

栄
誉」
に
浴
し
た臼
本
人
特
派
員

は
格
段に
少
な
い．
〈
大
崎町〉

追
放
・
投
獄
さ
れ
た
臼
本
人
包
者
は
い
る
か

北
京の
常
駐は一
九六
四
年
か
ら
認
め
ら
れ
た

が、「
文
革」
で
毎
日
・

サ
ン
ケ
イ
・

東
京・
続
発

が「
反
中
国
的で
あ
る」
と
し
て
次々
に
国
外
退
去

処
分 。
民
放
代
表
記
者
も
延
畏
が認
めら
れ
ず 、
六

七
年に
は
『

赤
旗』
紺
野純一
記
者
が
帰国
時に

、

日
本
共
産
党は
毛
沢
東
路
線
を
う
け
いれ
な
かっ
た

と
し
て
紅
衛
兵
に
よ
る
集
団
リ
ン
チ
で
重
傷
を
負

ぃ
、

翌六
八
年
に
は
白
径
の
鮫
島
敬
治
特
派
員
が

「
スパ
イ」
容
疑で
逮
摘
さ
れ
て一
年
半の
獄
中
生

活
の
後に
国
外
追放
と
なっ
た。
この
時
点で
残っ

て
い
たの
は

、
朝日・
共
同・
N
H
K
だ
け 。
「

文

革」
後で
は
八
七
年
五
月

、

胡制瑚邦辞
任の
内
務を

ス
ク
ー

プ
し
た共
同
通
信の
辺
見
秀
逸
記
者
が「
不

法
な
手
段で
国
家
機
密
を
窃
取
し
、デマ

報
道
を
し

た」
と
し
て
国

外追放に
なっ
て
いる・

こ
の
際
も
共
同
通
信社は
す
ぐに
編
集
主
幹ら
を

北
京に
送っ
て
「

手
打
ち」
を
し
た。
各
社の
競
争

の
中
で
「

いか
に
中
国
当局の
覚え
めで
たく
要
人

と
の
会
見
な
どの
利
益
を
得る
か」
が
優
先す
る
の

で
あ
る。
こ
れ
では
欧
米
各
社の
よ
うに
中
国
報
道

に
毅
然
たる
態
度は
取
り
ょ
う
も
な
い。
（
大崎〉

中
国
の
教
科
書
は
日
本
を
ど
う
描
い
て
い
る
か

「
日
本は
経
済
の
発
逮
し
た
資
本
主
義
国
家
で
あ

る。
資源は
之し
く
市場
も
狭
い
が

、
頭
脳
開
発
を

重
視
し
て
科
学
技
術の
向上で
品
質
を
改
善し

、国

際市場
を
積極
的に
開
発
し
て
いる。
日
本の
自
動

車
、

船
舶

、
電子
工
業
製
品
な
どは
悶
際
的に
トッ

プ
レベ
ル
で
あ
る」〈
初級中
学『
世
界地理乞

「
日
本は
古
代
か
ら
中
国
と
往
来
が
あっ
た。
日
本

は
店の
制
度
を
ま
ね
て
行
政
改
革
を
行
ない、
斑
田

制
、

租
府
調
制
を
実
施
し
た。
京
都の
建

築様式は

唐
代の
長
安
とほ
と
ん
ど
同
じで
あ
り
、

漢
字
を
参

考に
し
て
日
本
の
文
字
を
作っ
た。
日
本
人の
飲

食
、

服
装

、
日
常
生
活に
は
今で
も
唐の
風
習
が
残

っ
て
いる」ハ
初級中
学『中
国歴
史』）

「三
井 、
三
菱
な
ど
の
財
閥は
主に
軍
需工
業
で
日

本の
侵
略
と
抵
張に
物
的
貢献
を
し
た。
天
皇は
国

家
元
首
と
軍
隊の
最
高
統
率者
を
兼ね

、
大
地
主や

大
資産
家階
級
を
代
表
する
天
皇
専
制
政
梅は
懸
命

に
帝
国
主
義
を
発
展
させ
、

園
内では
弾
圧
を

、
国

外
では
m攻略
鉱
張
を行なっ
た。
日
本の
侵
略の
矛

先は
朝
鮮
と
中
国に
向
け
ら
れ
た・
軍
部は
天
皇
の

名幾で
軍
部
独
裁
政
権
を
作り

、一
九一一
二
年
長
ら

く
準
備
し
て
き
た中
国
侵
略
戦
争
を
開
始し

、
中
国
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の
東
北
地
区
全
域
を
占
領
し
た。
一
九
三
二
年
三

月 、
臼
本は
自
らの
侵
略・
占
領の
罪
を
隠
す
ため

に
俄

儲薄儀
を
かつ
ぎだ
し 、

偽
『

満
州
国』
を
成

立
させ
た」（
高級中
学『
世
界歴
史』〉

「一
九三
七
年
七
月 、
八
年
間に
わ
たる
抗日
戦
争

の
発織と
なる
成講
機
事
件
がつ
いに
勃
発し
た。

日
本の
侵
略
事は
至
る
とこ
ろ
で
放
火・
殺
人・
強

姦・
略
奪を
行
な
い

、
南
京
を
占
領
する
と
、

人
間

ら
し
さの
か
け
ら
もない
大
虐
殺
を
行
なっ
た。
彼

ら
は
殺
人
を
楽
しみ 、

強
姦や
略
奪
を
名
脊
と
考

え、
獣の
よ
う
な
操
行で
『

大
綬
争』
まで
行
なっ

た。
大
虐
殺は一
カ
月
余
も
続
き
、殺

され
た
無
事の

南
京市
民
は三
O
万
人
以
上に
遺し
た。
こ
の
血の

負
債は、
中
国
人
民に
とっ
て
はど
う
して
も
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
ない
もの
で
あ
る。
調
査
可
能な
統

計だ
けに
よっ
て
も、中
国の
軍
人
と
人
民の
死
者・

け
が
人
は二一
O
O
万
人に
の
ぼ
り 、
財
産の
損
失

と
戦
争の
ための
消幅約
はお
よ
そ一
O
O
O
億
米J

に
逮
し
た」〈
高級中
品T『中
国近
代現
代歴
史
講座』〉

「一
九
七二
年の
秋 、
中
国
と
日
本
は
外
交関
係
を

回
復
し
ま
し
た。
そ
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
交換し
ま

し
た。
日
本
人
民
は中
国
人
民に
桜
を
贈
り
、

中
国

人
民
は日
本
人
民にパ
ン
ダ
を
贈り
ま
し
た。
その

後、パ
ン
ダ
は日
本の
動
物
園に
住み 、
桜
は中
国

の
国
土に
根
を
下
ろ
し
ま
し
た。
パ
ン
ダ
と
桜
は中

日
両
国
人
民の
友
情
の
シ
ン
ボ
ル
で
す」〈
初級
中

学
唱臼

搭』）〈
大崎町）

人
口
が
一
五
億
人
を
超
す
の
は
い
つ
か

一
九
九一

年末の
人口
は
大
陸
の
み
で一一
億五

八二
三
万
人 。
台
湾・
香
港・
マ
カ
オ
の
合
計
が
約

二
七
O
O
万
人 。
世
界の
準
備・
繁
人
人口
が
約三

0
0
0
万
人 。
世
界
人口
は五四
億
五八
O
O
万
人

な
の
で 、
世
界の
二
二
%
を
占
める。
一
九
七九
年

来 、
厳し
い一
人っ
子
政
策
を
実施
しつ
つ
も、
毎

年
な
お一
六
八
O
万
人
強
が
純
増 。
こ
れ
は
オ
l

ス

勘

戸
板

女

子

短

期

大

学
配

引

潤

む
忠

三田俊舎／彼廠科・
英文科
八王子校舎／生活科
ヨ

開

…

百

腰

掛

騨一

問

中

時
棺宜·111豊

ト
ラ
リ
ア一
回の
人口
に
匹
敵
する。

国
連の一
九
九
O
年推
計に
よ
る
と
、

中
国
大
陸

人口
はニ
O
O
O
年に一
ニ・
九
九
億
人 、ニ
O二

五
年に一
五・
一
三
億
人 、
ニ
O
五
O
年
に
は一

五・
二一
億
人に
速
する
と
予
測
し
てい
る。

六
五
歳
以
上
老
齢
人口
は

、
九
O
年に
六
六
二
八

万
人 、
全
人口
の
五・
八
%
がニ
O二
五
年に一
億

九三
九
O
万
人 、一
二・
八
%へ
と
高
齢
化
する・

ま
た、
広
大
な
国
土
で
はあ
り
な
がら 、
人
間の
居

住
可
能
な
範
囲
は
限
ら
れ 、
環
境
問
題 、
耕地
面
積

の
減
少
を
考え
る
と 、
中
国
科
学
院は中
国
限
界
人

口
を一
六
億
人
と
して

いる・
ハ
若
林〉

…

窓
当
の
人
口
は
何
人
か

一
九
九
O
年
七
月の
人ロ
セ
ン
サ
ス
の
結
果

、
計

画
外の
出
産
の
た
め
戸
籍に
未
登
録で
あっ
た
いわ

‘4、44A

ゆ
る
「

mm
張
子
ハ
や
みつ
子
ど
が
約一
五
O
O
万

人い
たこ
と
が
判明
し
た。
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正
確には
すべ
て
がやみつ
子で
は
な
い。
戸
地点

漏れ
人口
が
生
じ
た理
由の
第一
は 、
計
画
外
出
産

で
産
児
制
限
巡
反の
処
初で
あ
る
社
会
扶
銭
授
を
支

払
うの
が
織
で
負
担
逃れに
よ
る
米
届
けで
あ
る。

こ
れに
は
父
母
が
処罰
を
怒
れ
て
いる
場
合と

、
来

織の
行政
機
関
が
地
滋ご
との
出
生
児
数の
目
標指

標
を
オ
ーバ
ー
し
て
生
ま
れ
た子
供
を
戸
籍に
入
れ

させ
ず

、
出
生
届の
受
け
取
り
を
断
り
、

目
標を
速

成
し
たか
に
み
せ
か
け
て
いる
場
合
と
がある。

第二
は

、
人
民
公
社
解
体
後の
流
動
人口
の
急
地

に
戸
筋
管理
がつ
いて
いけ
な
いこ
とに
よる
戸
崎将

担問
れ 。
この
無
戸
籍
人口
に
は
農
村
戸
第
か
ら
都
市

戸
籍に
移
転
する
の
に
時
間
を
要
する
こ
とに
よっ

て
、一

時
的に
宙に
浮
いて
いる
場
合と

、
勝
手に

都
市に
移
住
し
た農
民
が
計
画
出
産
と
いう
名の
人

口
抑
制の
盲点に
なっ
て
いる
場
合
と
がある・

第
三は

、
厳
し

い
戸
時祁
制
度
が経
済
改
革
下で
従

来の
よ
うに

窓後性
会持
たな
く
な
り
、キッ

プ
がな

く
と
も
自
由
市場で

食栂等
が
滅
入
で
き
る
よ
うに

なっ
たこ
とに
よる
漏
れで
あ
る。こ
う
して

生
まれ

て
き
た子
供は
人
口
統
計に
入
ら
ず

、
義
務
教
育や

予
防
注
射に
も
支
断仰
を
き
たして
き
た。
〈
出荷仲仲）

少
数
民
族
は
い
く
つ
あ
る
か

一
人
っ
子
政
策
は
成
功
し
た
か

人口
政
策の
主
往は

、
晩
鱈・
晩
産・
少産・
後

生で
あ
り 、
そ
れ
と一
人っ
子
政
策で
ある。
人口
間

短
を
図の
社
会

経済計画の
中に
組み
入
れ

、
経
済

社
会の
発
展
と
人口
計
画
のバ
ラン
ス
を
とる
位
置

づ
け
を
行
なっ
て
お
り4
計
画
出
産」
と
呼ば
れる。

一
組の
夫
婦に
子
供一
人
を
後略
する
「一

人っ

子
政
策」
は

、
七
九
年
以
降

、
各
省・
市・
自
治
区

レベ
ル
の
計
画
出
産
条
例に
よっ
て
実
施
されて
い

る。
遵
守
すれば

、
子
供
が一
四
歳に
な
る
まで一

人っ
子
奨
励
金
が
支
給
され

、
保
育
・

入
学
・

医

療・
住
宅
配
分・
就織の
優
先

、
年金の
加
算な
ど

の
優
遇
策
が
受
け
ら
れ
る。
遵
守
し
な
い
場合

、
賃

金
カッ
ト

や超
過
出
産
費
徴
収・
医

療費自
弁・
昇

給
昇進
停
止
な
どの
罰
則
が
適用
され
る。
八
四
年

以
降

、
若
手の
緩
和
策に
転
じ
、

労
働
力
が
欲
し

い

農
村では
第一
子
が女
児の
場
合

、
第二
子
出
産
が

認
め
ら
れ
る
よ
うに
なっ
た。

出
産
適
齢
期の
女
性は

、
結
鰐 、
毎
月の
月
経

、

避
妊
方
法
等々
が、
畳は
職
場 、
夜は
居
民
区
（
町

内
会）
で
各
個
カ
l
ド

に
よっ
て
管
理
され
て
い

る・
計
画
出

産委員
会
と
い
う
行
政
組
織
が
地
域
末

治
までは
り
め
ぐ
ら
され

、
来

年出産
し
て
も
よ
い

夫
婦
を
予
め
定
め
る
の
だ 。
〈
若林）

ゲ
リ
ラ
世
符
と
は
何
か

計
画
出
産
管理
上の
簸
題は 、
急
増
する
涜
動
人

口
が一
人っ
子
政
策
を
守ら
ず

、
厳
重
な
管
理
の
網

の
白
か
ら
漏
れて
し
まっ
て
いる
こ
と。
計
画
外
出

産は
、

監
視の
厳
し

い一戸
滞の
あ
る
常
住
地
で
は
困

難で
、

移
動し
な
がら
生み
均や
し
て
い
く ・
八
九

年に
テ
レ
ビ
寸
劇
で
演
じ
ら
れ
て
以
来

、「超
過
出

産ゲ
リ
ラ
世
俗」
と
呼ば
れ
て
いる。
（
若林〉

浮
浪
者
は
い
る
か

続
動
人口
は
公
表六
O
O
O
万
l八

O
O
O
万
人

ハ一
九
九
O
年） 。
戸
籍（
戸口〉
は一
九
五
八
年
の

「
戸口
登
記
条
例」
に
よっ
て
厳
し
く
管
理
され

、

と
り
わ
け
農
村
部
か
ら
都
市
部へ
の
人口
移
動は
厳

し
く
制
限
され
る。
戸
籍は
食種
配
給の
裏
づ
けで

も
あ
り
、

都
市と
農
村の二
種
類に
分
け
ら
れ 、
就

織
、

医
療な
ど
福祉
面
か
ら
も
身
分
制
的
と
も
いえ

る
差
別
が
存
在
し
て
いる・
八二
年末に

、
沿
岸
地

域
と
他
地
域
との

経済絡
愛
が鉱
大
し
、

農
民の
出

稼
ぎ
目
的の
都
市へ
の
抽出
出
が始
まっ
た。
と
り

わ
( 122) 



け 、
八
九
年春
節に
は 、
広
州
市や
海
南
な
ど
沿
岸

開
放
地
域に
涜
れ
込み 、
失
業
状
態の
ま
ま

浮浪者

に
なっ
て
し
まっ
た農
民
も
いる。
（
若林）

労
働
力
は
ど
れ
だ
け
余
っ
て
い
る
か

農
業余
剰
労
働
力は 、
中
国
科
学
院に
よ
れ
ば
九

O
年、
二
億六
O
O
O
万
J

五
O
O
O
万
人
あ
る

が、
今
世
紀
末に
は
三
億一
七
O
O
万に
遣
す
る
と

いわ
れ
て
いる・
（
若
林〉

偽
装
態
民
の
正
体
は
何
か

八
六
年二
月の
海
外
出
国
制
限
緩
和に
よ
り 、
私

費
留
学に
よ
る
日
本へ
の
就

学僧生
急
婚
が始
まっ

た。
就
学目
的ピ
ザ
発
給
数は 、
八
五
年一
三
四
四

人 、
八
六
年三一
O五
人 、
八
七
年八
五三
九
人 、

八
八
年二
万
九三
六
O
人
と
急
上
昇し
て
いる・

日
本
政
府は
出
稼
ぎ
目
的の
就
学生を
締
め
出
す

た
めに、
提
出
窓
類
を
厳
し
く
す
る
通
達
を
出
し

た。
こ
れ
に
よ
り 、
八
九
年
五
月
以
降 、
人口
の一

部
が国
境
を
越
えベ
ト
ナム
偽
装
簸
民
として
日
本

に
上
陸
し

始
め、
日

本は
中
国一
二
億の
人口
圧
力

を
自
国に
も
関
連
する
間短
と
し
て
受
け
と
め
ざる

を
得
な
い
契機
と
なっ
た。
偽
装
難
民は 、
八
九 、
九

O
年に二
三
件 、
計二
八
四
四
人
が直
接
到
着
して

いる・
彼
ら
の
大
半は 、

福山地
省
福州
市
周
辺の
中

国
人
と、
七
九
年の
中
越
関
境
戦
争
時にベ
ト

ナム

か
ら
中
間へ
帰
国
し
たベ
ト
ナム
系
中
国
人
と
判

明。
明
ら
かに
集
団
的
出
稼
ぎ
で
ある。
こ
の
際に

動
い
たの
が、
伝
統
的
撃
僑
送
出の
結
束
組
織「
婿」

で 、
送
出
国・
地
域
と日
本
を
結
ぶネッ
ト
ワ
ー
ク

が
確
立して
いる
こ
と
が
うか
がえ
た・
ハ
若林）

少
数
民
族
は
い
く
つ
あ
る
か

五
五 。
淡
民
族
以
外
は
比
率
で
こ
そ
全
人
口
の

八・一
% 、
九一
ニ
O
万
人に
す
ぎ
な
い
が、
そ
の

意
味は
重
大
だ 。
少
数
民
族の
う
ち 、
人口
規
模
が
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経
大の
壮
族一
五
四
九
万
人
か
ら
最
小のロ
ツ
パ
族

二
三一
二
人
と
絡
があ
るe
九
O
年
人口
セ
ン
サ
ス

時で
もな
お
総
別
され
て
い
な
い
民
族
が
七
四・
九

万
人
余
いる。
ハ
若林）

少
数
民
族
人
口
は
な
ぜ
怨
に
柚唱
え
た
の
か

七八
年
の
五
五
八
O
万
人
が、
九
O
年に
九一
二

O
万
人に
と、
わ
ず
か一
二
年
聞に
三
五
四
O
万
人

が
治
大
し
た。
そ
の
第一
要
因は 、
少
数
民
族に
対
す

る
計
画
出
産の
緩
和に
よる
自
然
鴻
加 。
第二
要
因

は
少
数
民
族へ
の
優
遇
政
策に
よ
り 、
漢
族
との
通

婚
が
増
え、
そ
の
聞に
生
ま
れ
た子
供の
ほ
と
ん
ど

が少
数
民
族
在
名来る
た
めの
相対
的
膨
張 。

柏村典

と
し
て
は
ω
計
画
出
産の
緩
和
ω進
学ω
就
職に
有

利 、
幹
部に
な
り
や
す
いこ
と。
第三
要
因は 、
戸

籍
変
更
に
よ
る
も
の
で 、
要
因
の
約
半
分
を
占
め

る・
七八
年
以
前には
少
数
民
族で
あ
る
こ
と
を
隠

し
て
い
たの
が
正
式に
由ムロ
表明
し
た
ため
だ 。

4 GAME& GA附
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民
族
名は
自
己
申告
制
だ
が、一
八
歳
までは
親

が
、

そ
れ
以
降は
子
供
自
身
が民
族
を
選
択・
申
告

で
き
る 。
近
年は
民
族
変
更
をで
き
る
限
り
少
な
く

抑
え
よ
う
と
いう
政
策に
転
じ
て
いる 。
ハ
若林〉

国
歌
は
あ
る
の
か

文
化
大
革
命で
の
禁
止に
よ
り
、

国
歌
が
な
いと

考え
ら
れ
が
ち
だ 。
し
か
し
、一

九八
二
年、
国
歌を

決
定
し
、

題
名は「
義
勇
軍
行進
曲」で
あ
る 。
作
詞

は
回
淡 、
作
曲は
日
・本で
留
学
中に
事
故
死
し
た
濡

耳 。
こ
の
闘
は
三
五
年に
作
ら
れ
た
映
画「
風
雲
児

女」の
主
題
歌で

、抗日
戦
争
中に
中
国で
広
く
歌わ

れ
、

四
九
年に
暫
定
国
歌に
決
定 。
だ
が
文
化
大
革

命
当
時 、
作
詞
者の
回
淡
が批
判
さ
れ

、一
時は
メ

ロ
ディ
ー

だ
け
が
演
奏
さ
れ
て
い
た。
〈
戸
張〉

G
N
P
は
い
く
ら
か

一
兆
七
六
八
O
億
元
〈一
九
九
O
年〉 。
米
ド

ル

表
示で
は
三
九
三
O
億ぷ 。
世
界
銀
行の
統
計では

九
O
年の
中
国の
G
N
P
は
四一
五八
億 ドル
で

、
世

界の
第一
O
位に
な
る 。
こ
の
順位は
ブ
ラ
ジル

、

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

、
韓国
を
上
回っ
て
お
り
、

GN

P
で
は
いわ
ば
大国
の一
つ
と
い
え
る 。
G
N
Pの

成
長
率ハ八
0
1

九
0
年
度
実
質
成
長〉
を
とっ
て

も中
闘は
九・
五
%

、
世
界五
位で
あ
り
、

N
I
E

S
諸
国
を
上回
る
成
長を
と
げ
て
い
る 。
（
稲須）

一
人
当
た
り
の
G
N
P
は
い
く
ら
か

一
五
五
八
元
〈一
九
九
O
年〉 、
ド

ル
換
算
〈
当

時）
で
三
二
六 b久
世
界銀
行試
算は
三
七
OJ
Vこ

れ
は

、世
界一
二
九
カ
国
中一
o＝一
帯
目 。
台
湾

、
寄

港
な
どN
I
E
S
諸
国
の
三
O
分
ので
t

ニ
O
分の

一
、A

S
E
A
N
の
イ
ン
ド
ネ
シ
アハ四
九
O
J〉

、

フィ
リ
ピ
ン
（
七O
OJ〉
よ
り
低
い。
ハ
稲垣）

…

年
間
予
算
は
い
く
ら
か

s

九一
年
決
算でみ
る
と
歳入三
五
八
二
億
元

、
歳

出三
七
九
四
億元
で

、
G
N
Pに
占
め
る
割
合はニ

O
%
台 。
財
政
収
支は
開
放
政
策を
と
りは
じ

め
た

七
九
年
以
降一
三
年
巡
続
赤字で
あ
り
、

し
か
も
赤

字
幅が
毎
年
膨ら
ん
で
いる 。
財
政
赤
字
の
背最に

は
経
済
改
革に
伴
う
財
政
収
入
の
伸
び
悩み
と
大
規

模
な
国
債発
行
と
外
似の
借
入
があ
り
、

実
質の
赤

字
幅は
財
政
収
入の一
割
以
上に
相
当
す
る
五
O
O

億
元に
及
んで
い
る 。
〈
稲垣〉

山

外
貨
保
有
高
は
い
く
ら
か

四
三
八
億
Jハ一
九
九一
空宋現
在） 。
九
O
年
末

に
比べ
る
と一
五
O
億
J
余
桜み
増
し
を
し
て
い

る 。
外
貨
保
有は
国
家
保
宥
分と
外
国
為
管
専
門
銀

行で
あ
る
中
国
銀
行
預か
り
分か
ら
成
る 。
八
九
年

ま
で
は
お
お
む
ね
前
者三
O
%

、
後者
七
O
%
だっ

心をこめたおもてなし

( 124) 

た
が、
九
O
年
以
降
国
家
保
有
分の
ウェ
イ
ト

が

徐々
に
高
ま
り
、

九一
年六
月
末
ま
で
は
国
家
保
有

分
が五一
%
以
上
を
占
め
る
ま
で
に
なっ
た。
な

お
、

台
湾の
外
貨
準
備
高
〈八
六
六
億J〉
は
日
本

を
抜いて
世
界一 。
（
稲垣）

一

外
国
か
ら
の
借
欽
総
額
は
い
く
ら
か

九一
年
まで
に
借
款と
直
接
投
資合
わ
せ
て
約一

二
O
O
億J 。
こ
の
う
ち
借
款は
五
三
%
の
六
三
O

億J
〈い
ずれも
契
約ベ
iス可

借
款は
円
借
欲
な

ど二
国
間
政
府
借
款 、
世
界
銀
行

、I
M
F
、

ア
ジ

ア
開
発
銀
行
な
ど
国
際
金
融
機
関
借
款

、
そ
し
て
民

間
商
業
銀
行ロ
ー
ン
、

債
券
発
行
な
ど
か
ら
成
る

が
、

借
款の
中
で
は
商
業
銀
行ロ
l
ン
の
比
率
が五



司

中国・100の疑問
一
%
と
高い 。
借
款の
国
別
内
訳で
は
日
本が＝一
二

%
（
九
O
年
未明官在）
と
第
二
位
の
フ
ラ
ン
ス

ハ
七・八
%）

を大
き
く
リ
ー
ド
し 、
国
際
機
関
で

は
世
界
銀特が一

七
%
で
第一
位 ・
ハ
稲垣〉

ti－－－吋・
1，it－－2ili－－
2
i：3・02’i；：i：i：：：

、
日
本
か
ら
の
借
款
は
い
く
ら
か

一
兆六
八
O
O
億
円
余 。
一
九
七
九
年の
第一
次

円
借
款か
ら
第三
次
円
借
款の
供
与に
よ
る
も
の。

主
と
して

港湾 、
鉄
道 、
通
信 、
発
電 、
上
下
水
道

な
ど
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チャ
ー

関
連プロ
ジェ
ク

ト
に
用い
ら
れ
てい
るこ
とに
なっ
てい
る 。
円
借

款
以
外に
も日
本か
ら
病
院 、
管
年交
流
セ
ン
タ
ー

の
建
設 、
教
背
後
材の
提
供 、
文
化
面
で
の
協
力
な

ど
無
償
資
金
協
力や
さま
ざ
ま
な
技
術
協
力が
行
な

わ
れ
てい
る 。
対
中
借
款の
供
与は
日
本の
対ア
ジ

ア
経
済協
力の
中
で
も
突
出
し
てい
る 。
（
稲
短〉

債
務
は
返
済
で
き
る
の
か

一
九七
九
年以
来の
借
款が 、
九
O
年末
現
在で

約五
O
O
億J ・
その
大
半
が
長期
債
務で 、本
格
的

返
済は
九二
年
頃か
ら
始
まる 。
債
務
返
済
可
能
性

の
g
安
と
な
る
デッ
ト・

サ
ー
ビ
ス・レ
シ
オ
ハD
S

R〉
は
平
均の一
O
%
以
下
で 、
こ
れ
をみ
る
限り

返済問
題は
安
全
図に
あ
り
そ
う
だ 。
〈
稲厄〉

…

民
間
企
業
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

一

国
営
企
業のに
わ
か
な
衰
退に
と
も
ない 、
非公・

有
制の
外
資
系
企
業 、
私
営
企
業の
ウエ
イ
ト

が

徐々
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る 。
「

個
体
戸」
と
呼ば
れ

る
個
人
経
営 、
その
数
は一
四
五ニ
・
八
万
戸 、
従

業
員
数二
三
O
五
万
人で
あ
り 、
う
ち
都
市で
は
そ

れ
ぞ
れ一
O
七四・
四
万
戸 、
一
七
ニ
六・
六
万
人

と
圧
倒
的
シェ
ア
を
誇っ
て
い
る 。
昨
今 、
公
司

（
会征）
ば
や
り
で 、
雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
うに

企
業 、
会社が
設立
さ
れ 、
さ
ら
に
軍
需関
係の
企

業 、
官
庁
関
迎
企
業の
設
立
が
相
次い
で
お
り 、
こ

れ
ら
も一
応
民
間
企
業とい
える ・
〈
稲垣〉

一

郷
銀
全
集
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

郷
鎮
企
業は
か
つ
て
の
人
民
公
社の
寸

社
隊
企

業L
が
人
民
公
社の
解
体と
共に
その
名
を
改
め
た

も
の
だ 。

郷鋲
企
業の
形
態は
農
民の
個
人
企
業 、

線
数
農
民に
よ
る
共
同
出
資
企
業 、
あ
るい
は
外
資

と
共
同で
行
な
う
企
業
な
ど
様々
だ
が 、
最
近
で
は

品輸
出
企
業と
し
て
も
急成
長
を
と
げ
てい
る ・
企
業

数
は一
九
九
O
忽末で 、一
八
五
O
万
企
業 、
従
業

員
数
九二
六
四
万
人
を
数
える 。
一
八
五
O
万
企
業

を
業
種
別に
み
る
と 、
工
業が
三
九
%
で
トッ

プ 、

以
下
商
業
飲
食
業〈三
四
%） 、
交
通
運
輸
ハ一
二

%〉
と
続い
てい
る 。
（
稲短〉

…
万
元
戸
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

八
0
年
代
半
ば
ま
で
農
村の
発
展の
象
徴で
あっ

た ・
農
村は
自
給
自
足
で
あ
る
と
は
い
え 、
平
均
年

収が
六
O
O一冗
で
あ
る
か
ら 、
一
万一冗
がい
か
に
多

い
か
が
わ
か
る ・
九
0
年
代に
入
る
と 、「
万一冗
戸」

は
も
は
や
寓の
象徴に
あ
ら
ず 、一
O
万
元
戸 、
一

O
O
万
元
戸の
農
家ない
しは

個
人
企
業
家が 、
南

部
を
中
心に
出
現
し
てい
る 。
〈
稲垣〉

日
本
は
中
国
に
何
を
紛
出
し
て
い
る
か

大
半は
金
属
と
機
械で
あ
り 、
一
九
九一
年
で
は

両
者の
シェ
ア
は
六
六
%に
途
する ・
金
印刷の
う
ち

九
割
近
く
が
鉄
鋼で 、
機
械の
主
た
る
内
容は
テ
レ

ビ
と
自
動
車 。
品輸
出の
内
容は
中
国
経
済の
発
展
と

共に
変
化
し 、
か
つ
て
は
重
機
械
中
心
で
あっ
た

－醐軍翠... 欄橿睡掴圃

方v

ぶ
ω

品ずみずし
いかぷらに

日
本海
の寒ぷ
りをは事み

曲闘
で潰リた金沢
を代袋する

高級演”

ものです．

治、.＼�ら舟し
2,000同～10,000円
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が 、
し
だい
にエ
レク
トロ

ニ
ク
ス 、
家
電
製
品の

シェ
ア
が
増え 、
さ
らに
半
導
体 、
電
子
製
品の
シ

ェ
ア
が
地
え
てい
る
の
が
特徴 。
（
稲庖〉

日
本
が
中
国
か
ら
総
入
し
て
い
る
も
の
は
何
か

総
出口問
のベ
スト3
をみ
る
と一
九八
六
年で
は

原
油 、
衣
服 、
食
綴 ・
九
O
年に
は
こ
れ
が
衣
服 、

原
油 、
綿
布に
変
化
し 、
悶
じく
対日
紛
出
で
は
線

維
製
品 、
原
油 、
原
料
か
ら
九一
年に
は
繊
維
製

品 、
食
机側 、
原
油へ
と
転
じ
てい
る 。
ハ
稲垣）

日
本
の
箆
銭
投
資
は
主
に
ど
の
分
野
か

過
去一
三
年
間
で
い
く
つ
か
の
段
階ご
と
に
業

種 、
分
野の
変
遷が
み
ら
れ
る 。
一
九八
0
年
代
前

半
ま
で
の
開
放
初
期は
リ
l

ス 、
ホ
テ
ル
建
設 、
医

療 、
ソ
フ
ト

開
発 、
食品
な
ど
が
中
心
で
あっ
た 。

開
放の
第二
段
階〈八
五
t八

八
年〉
に
入
る
と 、

折か
らの
円
高に
伴っ
て 、
繊
維 、
エ
レ
クト
ロ
ニ

ク
ス 、
軽工
業ロ聞
な
ど
労
働
集
約
型
産
業の
対
中
進

出が
活
発
化
し 、
さ
らに
中
国
経
済の
成
長と
投
資

環
境の
改
善に
よっ
て
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ 、
ブ
ラ
ウ
ン

管 、
精
密
機
録 、
機
械 、
自
動
車
節目聞
な
ど
大
型
か

っ
技
術集
約

型産業の
進
出
が
始
まっ
た ・
第三
期

〈八
九
t

九二
年〉
に
入
る
と 、
こ
れ
ら
に
流
通 、

小
売
分
野 、
化
粧
品 、
セ
メ
ン
ト

な
ど
も
加
わっ

た 。
今
後
残
さ
れ
てい
る
分
野は
自
動
車 、
と
くに

乗
用
車
分
野へ
の
投
資 、
あ
る
い
は
石
油
化
学
関

連 、
鉄
鋼な
ど
重工
業
分
野へ
の
本
格
的
進
出がい

つ
の
時
点
で
始
ま
る
か
で
あ
る ・
〈
稲垣〉

日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
自
由
は
あ
る
か

国
家
出慨
密（
何が
機
密か
は
殺し
い）
を
疏
し
た

カ
ド

で
追
放
を
受
け
た
例 、
あ
るい
は
売
稼
容
疑な

い
しは
その
カ
ド

で
迫
放に
近い
処
分
を
受
け
た
例

は
あ
る ．
〈
稲庖〉

経
済
特
区
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か

経済
特
区
と
は一
九
七
九
年に
外
資
制時入
の
窓口

基
地と
し
て
郡小
平の
提
唱に
よっ
て
投
出さ
れ
た

経
済
特
別
区
で 、
当
初は
広
東省
深
釧 、
珠
海 、
油

頭 、
福
建
省
直
門の
阻
カ
所が
指
定
を
受け
た 。
そ

の
後八
八
年に
海
南
島が
省へ
格
上
げ
さ
れ
て
全
島

が
第五
番
目
の
特
区に
指
定
さ
れ
た 。
脇村
区は
文
字

通
り 、
経済
体
制
改
革の
上
で 、
ま
た
外
資
議入
の

上
で
他地
域よ
り
も
よ
り
柔
軟か
つ
那
カ
的
自
主
権

限が
与
え
ら
れ
てい
る 。
外
資
誘
致に
あ
たっ
て
も

優遇
措
置が
与
え
ら
れ
たこ
と
で 、
経
済
発
展の
ス

ピ
ー
ド

は
ど
の
地
域よ
り
も
速く 、
外
資導入
も
急

速に
進み 、
中
国
経
済の
開
政
地
回収と
し
て
その
前

線基
地
を
担っ
てい
る 。

中
で
も
香
港に
隣
接
す
る
深
釧
経
済
特
区は
五
つ

の
特
区の
中
で
も
最
も
発
展
し
て
お
り 、
特
区
内の

疏
通
貨
幣の六
割
近く
は
香
港ドル
で
あ
る
が 、
同

時に
厳
しい

管
理
の
も
とに
運
営
さ
れ
てい
る 。
深

釧
特
区
を
発
展
さ
せ 、
香
港と
の
経
済
格
差
を
少
し

で
も
絡め
る
こ
とに
よっ
て
九
七
年の
香
港
返
還
を

スム
ー

ズ
に
行な
う
狙い
が
あ
り 、
深
釧
特
区
と
珠

江デ
ル
タ
と
香
港と
の
経
済
統
合の
進展に
よ
り 、

少
な
くと
も
広
東省
南
部は
国
内で
も
ずば
抜
け
て

向い
経
済
成
長
を
と
げ
た ・
し
か
し 、

他の
沿
海
地

媛
及
び
内
殴
と
の
絡
差は一
一m
広
が
り 、
特
区
方
式

の
開
放
政
策
をよ
り
沿
海
全
体 、
さ
らに
内
陸に
ま

で
拡
大
し
て
格
差
是
正
を
試
み
てい
る 。
〈
稲厄〉

市
場
経
済
化
は
ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
る
か

途
上に
あ
る
が 、
市
場
経
済
化の
指
標
を
何で
測

る
か
は
難
しい 。
た
と
えば
工
業
生
産
額
を
所
有
制

別に
見た
場
合 、
国
営
企
業の
比
率は
か
つ
て
の
八

割か
ら五
割
ま
で
下がっ
て
い
る 。
逆に
個
人
企
業 、

外
資
企
業は
か
つ
て
の
ゼロ
の
状
態
か
ら
最
近
で
は

一
割
を
占め
るに
至っ
てい
る ・
し
か
し 、

深
釧
特

区
な
ど
開
放
が
進み
外
資
系
が
主
導的
地
位
に
あ
る

地
域と 、
逆に
遼
寧省
な
ど
依
然と
し
て
国
営
企
業

が
主
体と
なっ
て
い
る
地
織
で
は 、
企
業の
所
有
制

で
み
る
と
大
差が
あ
る 。
価
格
体系
か
ら
み
る
と 、

生
産
財の
工
場
出
符
額
で
は六
割
も
閣
が
価
格
決
定

を
行なっ
てい
る
が 、
消
費
財の
小
売
額
で
は
市場

価
格に
よ
る
取
引
が四
五
% 、
さ
らに
農
産
物の
貿

( 126) 



上
価
格
で
は
同じ
く
四
割が
市
場価
格
で
取
引
さ
れ

てい
る 。
工
業
製
品は
計画
経
済の
部
分が
多
く 、

農
産
物
や
消
費
財
で
は
四
割以
上が
市場
経
済に
基

づ
い
て
価
格
決
定が
な
さ
れ
てい
る 。
ハ
稲垣）

深
川
暴
動
は
な
ぜ
起
っ
た
の
か

進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
は
何
か

対
中
進
出は一
九
九一
年
末
で
約二
O
O
O
社

で 、
こ
れ
ま
で
は
中
小
企
業や
オ
ーナ
ー

経
営タ
イ

プ
の
企
業が
多かっ
た ・
最
近
で
は
大
手
企業 、
技

術移
転
型
投
資 、
業
界
を
あ
げての
投
資が
出
始め

てい
る 。
業
種
別で
は 、
貿
易・
商社で
は
伊
藤
忠

商
事
が
合
弁
進
出
な
ど
に
積
極
的
で 、
次い
で
丸

紅 、
三
井
物
産 、
三
菱
商
事の
願 。
エ
レ
ク
トロ

ニ

ク
ス
で
は
松
下
霞
鵬首が
カ
ラ
l

ブ
ラウ
ン
管工
場へ

の
合
弁
を
行
なっ
て
お
り 、
近
くV
T
Rに
も
進
出

す
る ・
ま
た
目
立は
七
九
年の
稿
強
進
出
を
手
始め

に 、
深
釧
で
の
ブ
ラ
ウ
ン
管工
場の
建
設
など
を
手

掛
けてい
る 。
東
芝
も
大
連へ
の
進
出
など
近
年
積

径
的
で
あ
る ・

食
品
で
は
サ
ン
ト
リ
ー

が
レ
ス
ト
ラ
ン
を
含め
中

国
市
場に
熱
心 。
化
粧
品
で
は
資
生片手
をは
じめ
数

社
が 、
最
近の
所
得
水
準の
向
上に
あ
わ
せ
て
シャ

ン
プ
ー 、
リン
ス
以
外に
女
性
用
化
粧
品へ
の
技
術

協
力
を
強め
てい
る 。
精
密
機
械
で
は
リコ
l 、

キ

ヤ
ノ
ン
など
がコ
ンパ
ク
ト
カ
メ
ラの
製
造
を
手
繰

け 、
複
写機
市場に
も
進出
してい
る 。
マ
プ
チ
モ

中国 ・ 100の疑問

ー
タ
l

は
中
国
国
内に
六
カ
所の
工
場
を
持っ
て
い

る 。
セ
メ
ン
ト

業
界で
は 、
すでに
小
野田 、
三
菱

マ
テ
リア
ル
が
進
出
し 、
日
本セ
メ
ン
ト
も
合
弁
進

出が
確
定
し
てい
る ・
最
近の
特徴は
キ ぃ
オハ
ン 、

西
友 、
ダ
イエ
ー

など
滋
通
小
売
業の
進
出が
本
格

化
し
て
お
り 、
今
後
中
国
市
場は 、
ク
リ
ー

ニ
ン

グ 、
フ
ラ
ワ
ー
ビ
ジ
ネ
ス 、
宅配
便
など
様々
な
業

稲の
進
出が
逃み
そ
う
だ 。
（
稲垣〉

株
式
会
社
は
何
社
あ
る
か

国
営
企
業
活
性
化の一
つ
の
方
法
と
し
て
株
式
制

の
導
入
を
実
験
的に
行
なっ
てい
る 。
こ
れ
ま
でに

株

式制に
移
行し
てい
る
企
業は
約三
六
O
O
社と

い
わ
れ
る
が 、
全
体か
ら
み
る
と
ご
くわ
ずか
だ 。

さ
らに
三
六
O
O
社の
う
ち
株
式
市
場で
取
引
さ
れ

てい
る
上
場
企
業
数
は
約
四
O
社で
ある 。
〈
稲垣）

株
は
ど
こ
で
取
引
さ
れ
る
か
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証
券
取
引
所は
上
海と
深
釧のニ
カ
所に
限
ら
れ

てい
る 。
上
海
で
は
九二
年九
月
現
在A
株二一
銘

柄 、
B
株九
銘
柄 、
そ
し
て
深
釧
で
はA
株一
七
銘

柄 、
B
株八
銘
柄
が
取
引
さ
れ
てい
る 。
A
株と
は

中
国
国
内
人の
み
が
総
入
可
能
な
株
券
で 、
B
株は

外
国
人
も
購
入
可
能
な
株
のこ
と 。
中
国
人が
購
入

する
場
合 、
通
常は
上
海 、
深
釧
そ
れ
ぞ
れに
あ
る

証
券
会
社で
現
金
で
購
入
する 。
（
稲垣〉

…

徐
価
は
い
く
ら
か

…

株
価
指
数は
株
式
市
場
発足
以
来 、
今の
と
こ
ろ

上
が
るこ
とは
あっ
て
も
下
が
るこ
と
は
ない 。
上

海
取
引
所の
平
均
株
価
指
数
は 、
発足
時
を一
O
O

と
し
て
六
九
七 。
一
日
の
取
引
額は一
億元
で 、
平

均
株
価
は一
O
O
元
前
後で
あ
る ・
深
釧の
平
均
株

価
指
数
は二
六八
で 、
取
引
高は
三
億一冗 、
平
均
株

価は
二
O
元
前
後で
あ
る 。
〈
稲短〉

深
制
暴
動
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か

政
府は
経
済
建
設の
元
資の
捻
出に
苦
しん
で
お

り 、
内・
外
似
を
募
るほ
かに 、
株

式市場
を
刺
殺

し
て
資
金
を
調
達
し
てい
る 。
その
ため 、
株に
市

民
の
「

タ
ン
ス
預
金」
ま
で
を
放
出
させ
よ
う
と
し

て
「

株は
必
ず
儲
か
る」
とい
う
風
潮
を
作り 、
政

策的に
株
価の
上
昇
を
誘
導
し
てい
る 。
キャ
ピ
タ

ル
・
ゲイ
ン
に
対す
る
課
税が
不
徹
底
な
こ
と
もブ

ーム
の一
要
因
で
あ
る 。

こ
の八
月
十
日 、
深
釧
で
起
き
た
大
規
模
な
デモ

は 、
新
規
上
場の
株
麟
入の
抽
選
券の
入
手
をめ
ぐ

る
も
の
だ 。
「

必
ず
儲
か
る
株」
を
入
手
で
き
な
か

っ
たこ
とへ
の
市
民
の
怒
り
が
爆
発
し
た
も
の
だ

が 、
政
府に
よ
り
作
為
的に
過小
報
道
さ
れ
た
嫌い

が
あ
る 。「
数
十
万
人
規
模」
と
さ
れ
て
い
る
が 、
香

港
の
報
道に
よ
れ
ば「
天
安
門
事
件」に
匹
敵
する 、

一
O
O
万
人
を
超
す
規
模
で 、
武
装
警
察が
市
民
を

電砲事
総
で
殴
打
し

追い
散
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
る ・

「
天
安
門
事
件」
は
織関
銃
と
戦
前半
で
郵
庄
で
きた

が 、
株
取
引
が
普
及
し
た
と
きに
は 、
株
価
下
落に

よ
る
損
害は 、
武
装
警
官
や
人
民
解
放
軍の
兵士に・

まで
お
よ
び 、
暴
動
する
市
民
を
弾圧
す
る
ど
こ
ろ

か 、
む
し
ろ
「

騎
し
た」
政
府・
中
央
政
権に
怒り

を
向
け
る
で
あ
ろ
う 。
そ
の
と
きこ
そ
政
権は
こ
れ

ま
で
に
な
い
よ
う
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
で
あ
ろ

う 。
深
釧の
暴
動は 、
こ
の
意
味
で
中
共
政
権の
存

続
にか
か
わ
る
きわめ
て
危
険
な
兆
候
で
あ
る
とい

え
る ．
（
伊
藤）

原
子
力
発
電
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
か

エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
か
ら
み
た
原
子
力
発
電へ
の
依

存は
現
在
ま
で
ゼロ
で
あ
る 。
だ
が 、
新
江
省
察山

で
は
自
力に
よ
る
原
子
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ 、
一

九八
九
年
か
ら
試
運
転に
入っ
て
い
る 。
深
測に
も

大
型の
もの
ハ
年度一
八
O万J何？〉
が
建
設
中
で 、

九二
年
中に
完
成の
予
定 。
他に
も 、
江
蘇
省 、
遼

寧
省 、上
海に
も
建
造
が
計画
さ
れ
て
い
る 。ハ
稲垣〉

一

核
弾
頭
を
い
く
つ
保
有
し
て
い
る
か

現
在 、
約三
三
O
個と
見
ら
れ
る 。
ハ
伊
達〉

自

国
防
貨
は
国
家
予
算
の
何
%
か

九
0
年度の
伸
び
率一
四
%
増 、
九一

年度
が一

二
%
増 、
シェ
ア
は
八
%
前
後で
安
定
し
てい
る 。

し
か
し 、

経
済
力
及
び
財
政
規
模
か
ら
み
て一
定の

圧
迫に
なっ
てい
るの
は
確か
で
あ
る ・
ハ
稲垣）

、，，，

…

陸
窓
兵
力、

主
要
装
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
一
凶

陸
軍・の
現
有
兵
力
は
約二ニ
O
万
人
で 、
こ
れ
は

総
兵
力
約三
O
O
万
人
の
七三
%に
当
た
る 。
主
な

戦
闘
部
隊は
歩
兵八
十
数
個
師
団 、
戦
車二
十
数
個

師
団 、
砲
兵三
十
数
個
師
団
で 、
こ
れ
ら
がこ
四
個

集
団
寧に
編
成
さ
れ 、
全
国の
七
つ
の
大
軍
区に
配

置
さ
れ
てい
る 。
主
要
な
装備は
戦
車 、
装
甲
車
約

一
万二
O
O
O
岡 、
各
種
大
砲一
万
五
O
O
O
門 、

射
程
五
O
O
J
以
下
の
地
対地
ミ
サ
イ
ル
若
干
を
持

つ 。
戦
車は
今は
旧
式に
なっ
てい
る
T
臼
や
印
型

が
主
力で
あ
る 。
八
五
年にお
型
が
開
発
さ
れ
た 。

この
戦
車は
箱
型の
新
型
砲
絡
で一
O
五
ぷ
砲 、
レ

ー
ザ
ー

測
距
儀 、
赤
外

線暗視
装
置
な
ど
を
備
えた

、



戦
力
を
強
化
され
た戦
車で
あ
る
が、
生
産が進
ま

ず
部
隊
配
備は
遅れ
て
いる。
ハ
伊
達）

海
軍
兵
力、

主
要
装
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

海
軍は
水
上
鑑
隊 、
潜
水
艦
隊 、
海
洋
紡
術
部

隊 、
陸
戦
隊 、
海
軍
航
空
隊か
ら
成り 、
約三
六
万

人の
兵
力 。
水
上
艦
隊は
三
億艦
隊に
分か
れ
て
お

り 、
渦
海 、
黄
海
を
北
海
鑑
隊
が

、
東シ
ナ
海
を
東

海
艦
隊
が

、衛シ
ナ
海
を
南
海
艦
隊
が担
当
海
域に

し
て
いる。

鑑
隊
総
勢
力は
約二
O
O
O
隻 、一
O
O
万
J

で
、

主
要
艦
隊とし
ては
潜
水
艦
約
百
隻（
戦略核

ミサイ
ル
原
浴一
隻 、攻
撃
型
原
潜四
隻
在
含む） 、
駆

逐
舷
約二
O
隻 、フリ
ゲ
i
ト

鑑
約四
O
隻 、
対
策ミ

サイ
ル
搭
載
快
速
艇
約二
O
O
隻
があ
げ
ら
れる。

陵
戦
隊は一
個
旅
団

、
海
軍
航
空
隊は
総
機
数
約

一
O
O
O
機で 、
戦
闘
機
（
時期7
型主
力〉 、
攻
撃

機ハ
強5
型） 、
爆
撃
機〈
轟5 、
6
型〉
な
どか
ら

成っ
て
い
る。
い
ずれ
も
陸
上
慈
地に
配
備
されて

お
り
航
空
母
艦は
保
有し
て
い
な
い。
〈
伊
達）

空
軍
兵
力、
主
要
航
空
機
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

笠
智ヰは
航
空
部
隊と
防
空
部
隊およ
び
惣寵
部
隊

か
ら
成
り 、
兵
力は
約三八
万
人 。
航
空
部
隊は
戦

闘 、
爆
撃 、
偵
察 、
輸
送
な
ど
の
部
隊に
分か
れ

、

五
十
数
個の
師
団
と
速隊に
編
成
され
て
いる。

総
機
数は
約五
千
機で

、戦
闘
機
はミ
グ
げ
を
改

良し
た
嫌6
型三
O
機

、ミ
グ叩”
を
改
良
し
た
時期7

型五
O
O
機

、ミ
グ幻
の
改
造
型
滋8
型
が五
O
機

な
ど
、

あ
わ
せ
て
約四
O
O
O
機 、
攻
繋
機は
強5

型五
O
O
機 、
爆
繋
機は
議
5
型
（ILm
型）
約

三
五
O
機

、
轟6
型
（TUMm
裂〉
約一一一
O
機
な

どか
ら
構
成
され
て
いる。
こ
の
う
ち
轟6
型は
核

爆
弾の
務
載
可
能
で 、
ま
た一
部は
空
対
地ミ
サ
イ

ル
を
搭
載し
て
いる。

空
挺
部
隊は
四
個
師
団で

、こ
れ
ら
は
北
京
寧
区

と
済
南
軍
区に
配
置
され
て
お
り
、

緊
急
事
態に
即

応で
きる
皿取
締
鋭
部
隊と
いわ
れ
て
いる。
（
伊
逮）

官事
は
中
失
の
統
制
に
服
し
て
い
る
か

八
九
年
十一
月、
野
小
平か
ら
委
譲
を
受
けて
中

央

寧事委員
会
主
席に
就
い
た江
沢
民は 、
家を
統

率
して
ゆ
く
機
威に
も
力
量に
も
欠
け
る。
実
質
的

に
箪
を
取
り
仕切っ
て
いる
の
は
第一
副
主
席の
絡

尚
昆
だ
が、
彼
も
会
寧の
信
望
を
得て
いる
わ
けで

は
な
い。
一
方 、
大
寧
区の
中に
は
中
失に
対し
て

批
判
的で
ムT央の
指
示・
命
令
を
忠
実に
実
行し
な

いと
こ
ろ
も
あ
る。
そ
う
し
た中
で 、
地
域
経
済と

軍と
の
結びつ
き
が取
り
沙
汰
され
て
いる。
南
京

軍
区と
上
海
地
区 、
広
州
軍
区と
広
東
省の
関
係は

緊
密の
度
合
い
を
加
え
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
る

が
、

地
方
寧と
の
関
係の
発展
が、
中
央
の
統
率
力

を
弱
める
方
向に
作
用
す
る
こ
と
は
疑
い
を
いれ
な

い。
大
軍
区
撤
廃の
方
針
が
打
ち
出
され
た
背
最に

中間 ・ 100の疑問
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は 、
こ
のよ
う
な
状
況
があ
るの
だ 。
（伊
達〉

大
軍
区
制
は
徽
廃
で
き
る
か

九
月
始
めに
聞か
れ
た
党
中央

軍邸委員会
会
議

で
、

現
在の
七
大
軍
区
制
度
を
撤
廃し、
新
たに
陸

海
空三
軍
を
指搬する
統
合
参
謀
本
部
を
設
ける
と

い
う
方
針
が打
ち
出
され 、
賛
否
両
総の
激
しい

臨

論
が
交
わ
され
た
とい
わ
れ
る＠
こ
の
方
針は
郷
小

平の
指
示に
よ
る
もの
だ
と
の
こ
と
で

、その
狙い

は
、

現
在の
中央
と
部
隊の
中
間に
位
位し
てい
る

七つ
の
大
軍
区
を
取
り
除
き 、

指卸系
統
を一
本
化

し 、
中
央
が
蕊
接
全
宮中
を
診
援
する
形
を
作
り
あ
げ

る
こ
とに
ある。
ポ
ス
ト

郡小
平
時
代に
突
入し
た

時
、

大
家
区
がその
地
域の
政治・
経
済
勢
力
と
結

んで
中
央の
統
制
力か
ら
雌離
れ 、
地
域割
拠の
体
制

を
形
成
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
の
措
置
だ
と
見
てい

い ．
〈
伊
達）

徴
兵
制
は
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か

男
女
と
も
現
役の
服務
期
聞は
陸
軍三
年、
海－

笠第四
年・と
なっ
て
い
る。
以
前は
農民
出
身の
兵

が圧
倒
的に
多か
っ
た
が、
寧
が
近代
化
するに
つ

れ
て
教
育
水
準の
高い
都
市
出
身の
兵
が
増
えて
き

た ・
し
かし
都
市
出
身者は
兵
隊に
行
くよ
り
社
会

に
出て
金
を
稼い
だ
方
がい
い
とい
うこ
とで
、兵

隊に
な
る
の
を
嫌
がる
者
が
多い 。
反
面

、紛
紛何者

H巾ed’

ゃ
なら
ず
者
を
厄
介
弘
いす
る
た
め、
コ
ネ
を
使っ

て
軍
隊に
入
れ
る
例
が
見ら
れる＠
こ
う
し
た
不
正

入
隊
がは
び
こっ
た
た
め

、八
九
年に
は
申
失
寧取

委
員
会
が、
わ
ざ
わ
ざ
不
正
入
隊
を
取
り
締
まる
命

令
を
出し
た 。
最
近は
二
人っ
子’
で
家直属で
甘

ヲアヲアピν

やか
され一
人
では
何
もで
き
な
い
「

娃々
兵（
赤

タイズピシ

ちゃ
ん
兵
ど
とか
「

太
子
兵
（
幼
ちゃ
ん
兵
ご
と

か
呼
ば
れ
る
兵
士
が入
隊
し
て
き
てい
る。
〈
伊
途〉

寧
宮中
産
業
の
レ
ベ
ル
は
ど
の
く
ら
い
か

陸
海
空
軍の
兵
務
装
備の
ほ
と
ん
ど
すべ
て
を
自

国
生
産し
て
お
り 、
足
的に
は
全
波・の
目前面女
を
満
た

す
こ
と
が
可
能
だ 。
しか
し 、

兵
器の
質
的
菌 、
す

な
わ
ち
兵
器
近
代
化の
面
で
は 、
先進
諸
国に
比べ

て
大
き
く

立ち
遅れ
て
い
る。
こ
れ
ま
で
アメ
リ
カ

か
ら
新
型
対
潜魚
雷や一
五
五 ・r
柄引進
砲
弾
な
どの

生
産
技
術
を
導入し

、イ
ギ
リ
ス
製一
O
五 －U
戦
車

砲 、
ミ
ラン
対
戦
車ミ
サ
イル 、
エ
グ
ゾセ
対
艦ミ

サ
イル
など
を
入
手
し
、

イ
タ
リア
と
共
問し
て
戦

闘
機の
改
良
を
行
なっ
て
き
た 。
しか
しこ

の
よ
う

な
技
術援
助
も天
安
門
事
件に
よっ
て
停
止
され 、

ア
メ
リ
カに
依
頼し
てい
た
磯8H
型
戦
闘
機の
屯

子
装備
改
装
もキャン
セ
ル
され
てし
まっ
た ・
西

側
先
進諸
国か
ら
の
援
助は
今
後も
急速に
回
復
す

る
兆し
は
見
ら
れ
ない 。
西
側
諸
国に
代
わっ
てロ

シ
ア
や
イ
ス
ラエ
ルか
ら
兵
器と
軍
事
技
術の
導入

ほ同慨

を
図り 、
兵
器
近
代
化
の
遅れ
を
取
り

戻
そ
う
と
し

てい
る。
（
伊
述）

武
器
輸
出
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

外

貨獲符の
有
力
な
手
段と
して

武
器輸
出に
力

を
注い
でい
る。
一
九
七
九
年か
ら八
三
年にか
け

ての
武
器
輸
出額は
第
七
位であっ
た
が、八
三
年か

ら
八
六
年にか
け
て
はソ
述 、ア
メ
リ
カ 、フ
ラ
ン
ス

に
次い
で
四
位
と
な
り 、
八
八
年に
は
フ
ラン
ス
を

抜い
て
三
位に
上
昇 。
湾
岸
戦
争
を
きっか
けに
武

探
輸
出
を
規
制
す
る
動
き
が
高
ま
り 、
通
常
兵
努
移

転
を
国
連に
報
告
する
制
度の
創
設
が
検
討
されて

い
る
中
で 、中
国は
消
極
的
姿
勢
を
取っ
て
お
り 、武

器
輸
出
を
鐙
える
様子は
見ら
れ
ない 。
（
伊
達〉

軍
は
ど
こ
ま
で
近
代
化
さ
れ
て
い
る
か

八
0
年
代に
入っ
てか
ら
，

国
防の
近
代
化’
の

名の
も
とに
軍事
力の
強
化
を
図っ
て
き
てい
る。

陸
軍では
従
来の
歩
兵
寧に
代
わっ
て
戦
力
を
大

鰯に
強化
し
た
集
団
寧
が新
編
成
され 、
海
軍
で
は

剛山
鑑
速
度
が進
み

、
空
軍では
新
鋭の
機8
型
戦
闘

機
が
出
現し
た 。
ま
た 、
軍
近
代
化の一
環
とし

て、一
九
六
五
年に
廃止
され
た
階
級
制
度の
復
活
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－
も
滋Tげ
な
け
れば
なら
ない 。
寧
事
力
強
化の
動
き

は 、
湾
岸
戦
争で
見せつ
け
ら
れ
たハ
イ
テク
戦
力

の
威
力
に
刺
激
され
て一
段と
高
ま
り
を
示し
てい

る 。
今
年一
月

、
国
交
を
樹
立し
たイ
ス
ラエ
ルか

ら
毘
繋
搬の
航
続
距
躍
を
伸ば
す
ための
空中
給
油

の
機
材
と
技
術
を
場入し

、ロ
シ
アか
ら
は
S
U
幻

型
戦
闘凶慨を
導入し
たほか

、
ミ
グ幻
型
戦
闘
機や

T
η
剛混
戦
車
な
ど
を
購入
する
計
画
がある
と
伝
え

ら
れ
る。
（
伊
途〉

一

海
軍
力
治
強
の
ね
ら
い
は
何
か

近
代
化
建
設の
究
極の目
的は

，
強
国’
に
な
る

こ
と
で
あ
る。
その
条
件の
第一
は
海
洋
権
益で

、

そ
れ
を
確
保
する
た
めに

、
海
軍
カの
整
備と
強
化

に
重
点
を
置
いて
いる。
一
九
七
0
年
代
を
通じて

七
隻
建
造
され
た海
軍の
主
力
駆
逐
鑑
旅
大
型は

、

八
0
年
代に
入
る
と八
五
年
までに
八
隻
が
峻エし

た。
八
六
年に
は
独
自
設
計の
新
型
護
衛
鑑
が
完
成

し 、
今
年六
月に
は
排水
品川
四ニ
0
0ト
ン
の

，
最

新鋭’
ミ
サ
イル
駆
逐
鑑
が就
役 。
ま
た、
新
型
船

送
舷や
補
給
舷
も建
造
され
て
お
り
、

沿
伴
海
軍か

ら
外洋
海
軍に
向か
っ

て
脱
皮
する
努力の
ほ
ど
が

うか
がえる・
な
お 、
周
辺
海
織に
お
ける
制
岱稀

を
移
録す
る
ために
空
母の
必
要性
を
痛感し
て
い

る
海
策は

、
ウ
ク
ラ
イ
ナか
ら六
万
七
0
0
0ト
ン

の
空
母「ワ
リ
ヤ
l
ク」ハ
未
完
成〉
を
購
入し
ょ

中国 ・ 100の疑問

う
と
し
た
が、
同
艦
完
成
の
メ
ド

が
立た
な
い
ため

購
入
を
断念
し
たと
も
伝
え
ら
れる。
（
伊
達）

尖
随
列
島
や
南
沙
群
島
に
な
ぜ
こ
だ
わ
る
の
か

近
代
化
建
設の
ネッ
ク
は

、エ
ネ
ル
ギ
ー
と
輸
送

能
力と
原
材
料の
不
足
だ
と
され
てい
る。
特にエ

ネ
ル
ギ
ー

不
足は
最
も
深
刻
だ ・
その
軍
要
な
部
分

を
受け
持っ
てい
る
の
が
石
油 ・
か
つ
て
は
無
産
油

国
と
宮
わ
れ
て
い
た
が

、
中
共
政
織に
なっ
て
以

来
、

鋭
意
探
査と
開
発
を進
め

、
現
在
では
年
間
約

一
億四
O
O
O
万
J
の
石
油
を
産
出し
一
応
園
内
需

要
を
満
たし
て
いる。
し
か
し
、

そ
れ
も
次
第に
頭

打
ちの
状
態と
なっ
て
き
て
お
り
、二一

世
紀に
は

石
油
輸
入
国に
転
ずる
こ
と
は
確
実
だ 。
問
題の
尖

翻
列
島や
南
沙
群
島
周
辺の
海
域は 、
豊
富な
海
底

池田
が
存
在
する
と
見
ら
れ
て
いる。
二一
世
紀に

向
け
て、
海
洋
権
設
を
獲
得
す
る
ための
具
体
的
目

標
が、
尖
閤
列
島と
南
沙
群
島の
領
宥
権の
主
張
と

なっ
て
いる。
（
伊
達〉

周
辺
諸
国
は
中
国
の
軍
鉱
を
ど
う
見
て
い
る
か

中
間の

軍事力
強
化

、
と
り
わ
け
海・
空
軍カの

m
強は
周
辺
諸
国に
脅
威
を
与
え
てい
る。
南シ
ナ

海
海
域か
ら
米ソ
両
大
国の

軍事力
が
撤
退し
て
カ

の
空
白
が
生
じ
た。

ベ
ト

ナム
は

、ロ
シ
ア
に
引
き
続
きカム
ラ
ン
湾

に
留
ま
る
よ
う
要
請
して
中
国
を
牽
制
す
る
こ
と
を

図っ
てい
る。
マ
レ
ー

シ
ア
は

、ロ
シ
アか
ら
ミ
グ

却
型
戦
闘
機
を

、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
イ
ギ
リスか
ら

ホ
l
ク
戦
闘
機
を

、
タ
イ
は
スペ
イ
ンか
ら
小
型
空

母
を
導入
す
るこ
と
を
決
めてい
るし

、フィ
リ
ピ

ン
は
台
湾か
ら
FM
型
戦
闘
機の
導入に
よっ
て
不

要に
な
る
F削
型
戦
闘
機
を
手に
入
れ
るべ
く
芦
沙

を
始
め
て
いる
と
伝
え
ら
れ
る・

最
も
神
経
をと
がら
せ
てい
る
台
湾に
は

、
今年

九
月に
ア
メ
リ
カか
ら
F
M
型
戦
闘
機一
五
O
機
が

供
与
さ
れる9
台
湾は
ほか
に
フ
ラン
ス
との
間
で

ミ
ラ
ー
ジュ
型
戦
闘
機六
O
機の
売
却
芦渉
を進
め

て、
す
でに
ラ
フア
イ
エッ
ト

型
護
衛
鑑六
隻の
購

入
を
決
め
て
いる。
中
国
海・
空
軍の
増
強に
よっ

て
、

東ア
ジ
ア
地
域
では 、
時
勢に
逆
行し
た
形
で

軍
拡
が始
まっ
て
いる＠
（
伊
達〉

…

中
・
台
国
焼
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

…

中
共
政
権
も国
民
党
政
経
も「
中
国は一
つ」
と

主
張し

、と
もに
「

中
国の
正
統
政
府」
含
自
認し

て
いるか
ら
、「

国
境L
は
ない
こ
とに
な
る。
が、

現
実
的に
は

、
主に
箪
事
的
な
衝
突
を
避
け
る
た

め
、

台
湾
海
峡
を
南
北に
走る
「

仮
想セ
ン
タ
ー－

ラ
イン」
を
暗黙
裡に
「

国
境L
と
し

て
いる。
両

政
織
と
もこ
の
「

仮
怨セン
タ
ー・

ライ
ン」
の
存

在
を
否
定し
て
はい
る
が、
た
が
いに
戦
闘
用の
鑑
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飢即や
航
空
機の
「

国
境侵
犯L
を
遊
け
てい
る 。

し
か
し 、
「

仮
想セ
ンタ
ー－
ラ
イ
ンL
を
越
え

て
は
る
か
函の 、
福
山地
省
の
北
に
面
す
る
馬
徳
島

と 、
雨に
面する
金
門
ぬは 、
現
在も
国
民
政
権が

「
実
効
支
配」
し
てい
る ・
荷
ぬ
と
も
に
六
カ
月
分

の
食叫惜しか
な
く 、
日
常
的に
空
軍
輸
送
機
と
泌
寧

の
紛
送
艦
が 、
「

仮
忽セ
ン
タ
ー・
ラ
イ
ン」
を
越

し
て
繍
給し
て
お
り 、
中
国
政
府
もこ
れ
を
黙
秘
し

てい
る 。
この
意味に
おい
て
は
「

国
境」
は
存
在

し
てい
ない
また 、
中
凶
政
府が
潟
祖
ぬ
や
金
門

島
を
軍事
的に
攻
略
するに
は 、
食
叫帽の
補
給
を
封

鎖
す
る
だ
け
で 、
極
め
て
容
易
に
成
し

遂
げ
ら
れ

る 。
中
国
政
府
が
そ
れ
を
実
行
し
ない
の
は 、
「

悶

共
内
戦」
が
依
然と
し
て
寸

継続
中」
で
あ
るこ
と

を
内
外に
示
す
意
図
か
ら
で
あ
る 。
（伊
藤〉

中
ソ
国
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

中ソ
両
国
間で
軍事的
緊
張
が
最
も
高
まっ
たの

は
両
軍の
衝
突が
あっ
た一
九六
九
年の
こ
と
で 、

ぞ
れ
以
降
緊
張
状
態が
続い
て
き
た 。
近
代
化
建
設

路
線が
決
定し
て
か
ら
はこ
の
緊
張は
次
第に
緩
和

ざ
れ
て
き
てい
る 。
西
側の
新
弱
国
境
地
区で
もウ

ル
ム
チ
止
まりに
なっ
てい
た
泌
新
鉄
道が 、
旧ソ

連
鎖（
現カザ
フ
共和
国〉
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と

に
示
され
て
い
る
よ
うに 、
国
境
地
帯の
緊
張
状
態

ば
緩
和さ
れ
て
い
る 。
た
だ
旧ソ
速の
解
体に
よ
り

各
民
族
共
和
国が
独
立
し
たこ
と
は 、
新
彊
国
境
地

区の
少
数
民
族
を
刺
激し 、
民
族
自
決の
気
運が
高

ま
る
可
能
性
が
あ
る 。
こ
の
ため
中
国
政
府は
新
酒

地
区に一
級
警
戒
体
制
を
しい
て
少
数
民
族の
動き

に
厳
しい

監
視の
目
を
光ら
せ
て
い
る 。
（
伊
達）

国
家
元
首
は
錐
か

現
行
憲
法
ハ一
九八
二
年
制定〉
で
は
「

国
家
主

席」
だ
か
ら 、
今は
織
尚
昆が
その
人 。
任
期は
九

三
年春
まで ・
し
か
し 、
こ
れ
は
憲法
上
の
こ
とに

す
ぎ
ず 、
「

共
産
党の
指
導」
を
国
是
と
し
て
い
る

か
ら 、
園
内
外に
向
け
て
国
家
を
代
表
する
の
は
共

産
党
で
あ
り 、
その
最
高
指
縁
者ハ八二
年
まで
は

主
席 、
それ
以降は
総
書記〉
で
あ
る 。
〈
小島〉

邸
小
平
の
健
康
状
態
は
ど
う
か

今
年八
月
で
八
八
歳 。
一
九
九
O
年三
月に
中失

軍
事
委
員
会
主
席
を
辞
任
し 、
「

完
全
引
退」
し
た

と
い
わ
れ 、
コ
介の
党
貝に
す
ぎ
な
い」
と
自
称

する 。
今
夏
も 、
元
気に
北
級
河で
泳い
だ
とい
わ

れ
る
が 、
両
耳・は
ほ
と
ん
ど
聞こ
え
ず 、
前
立
腺の
持

病
を
抱え
て
い
る
ら
し
い 。
守

九
O
歳
を
超
え
て
生

き
る 。
こ
れ
が
勝
利
だ」
と
言っ
て
い
る ・
ハ
小
島〉

一

世
代
交
代
は
進
ん
で
い
る
か

…

制御小
平は 、
党と
国
家の
指
導
制
度の
改
革
を
推

主主 廃5＝ 風65野 且高祖三 区 巴雪E・三 江 匝察当・不古 面向通
'i 居EZ伊賀需八 1 4 壁ft写 験楽 室菩堂 諸

進
し 、
と
くに
幹
部の
若
年
化 、
世
代
交
代を
重
視

し
て
き
た ・
その
ため
幹
部
終
身
制の
廃
止 、
定
年

制の
導入 、
「

第三
検
隊（五
O
歳
以下の
幹
部候
繍

生〉」
や
「

後
備
幹
部」
の
抜
擢・
養
成
が
実
施
さ

れ
て
き
た 。
一
八
七
万
人の
老
齢酌
幹部
が
雄
機し 、

二
五
万
人
以
上の
中青
年
幹
部が
県
以
上の
党
や
国

家
線
開の
指
導
ポス
ト

に
抜柵摘
さ
れ
てい
る 。

世
代
交
代の
問
題
点の一
つ
は 、
引
退
する
長
老

た
ちに
は
権
限の
ない
顧
問
委
員
会
を
用
意
し
た

が 、
長
老
た
ちの
引
退へ
の
抵抗が
強い
こ
と
だ 。

引
退し
て
も
な
お
影
得
力
を
残し 、
政
策
決
定に
ロ

を差
し
は
さ
む 。
世
代
交
代
を
推
進し
た
胡
熔
邦
や

組
紫
陽が
失
脚し
たの
は 、
権
限の
ない
は
ずの
顧

問

委員会
を
足
場に
し
た
長
老
た
ちの
反
怒
も
その

重
要
な
要
因
で
あ
る 。
も
う一
つ
の
問
題
点
は 、

「
第三
梯
隊」
な
ど
後
継
幹
部の
抜
婦
が
制
度
化
さ

れ
て
お
ら
ず 、
引
退の

交換条
件とし
て 、
長
老
た

ちの
子
女
が
要
臓に
抜
帽刑
さ
れ
る
こ
と
も
多い 。
い

わ
ゆる
寸

太
子
党」
で
あ
る ・
（
小
島）

…
「
太
子
党」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

現
在 、
「

太
子
党L
の
面々
に
は 、
トッ

プ
の
李

岡崎
（総
理 、
周
恩
来の
実子
伺
然の
養
子〉
を
は
じ
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中国 ・ 100の疑問
め

、
主
だっ
たと
こ
ろ
で
は
李
鉄
映（
党中
央
政治

局委員・
李総
漢と
金総
映〈
郡山小
平の
前
婆V
の
息

子〉
、

第
家
家
〈
国
務
委
員・
薬
剣
英の
女
妨）

、
野

綴
方（中

国身障
者基
金
会理事長・
成
準
実
業公司

会
長 、郷
小
平の
長
男）

、mw
質
方〈中
悶
建
築工
夜

総公
司
副
社長 、
野
小
平の
次
mM）

、
野
林
（
中
関
東

万
美
術
交
疏
協
会
会
長

、野
小
平の
長
女）

、
郵
術

ハ
間
家科
学

技術委員会
副主
任 、
野小平
の
次
女）

、

議選
平〈全
国
人民
政治
協
商
会
議副主
席

、議剣
英

の
息子〉

、
隊一冗ハ中
国
人民銀
行
副
行
畏

、浦
東
開

発計柄
削
総
指郷 、
陳
雲の長
男〉、
際
体
力ハ中
国

新
技
術
創
系
図際公
司
副
総経理

、
陳
雲の
長
女〉

、

掲
招
京
と
組側
李〈
弱点阿良の
長
男
と
長
女〉 、
王
軍

〈王
震の息
子）

、
習
近

平XM白
仲
勲の
息
子）

、
薄
照

永 、
薄照成 、
薄照
来〈簿一一波の息子〉 、
資鴎

飛（
賀
竜の
息
子〉

、
劉
源
ハ
劉
少
奇の
息
子〉

、
前

徳平（
胡
組
邦の長
男）
ら
が
いる。

保
守派の
重
鎮で
あ
る
陳雲の
長
男・
陳一冗
が

、

改
革・
開
放
政
策の
先
舗
を
ゆく
浦
東
開
発
計
画の

副
総
指揮に
起
用
され
て
いる
よ
うに
、改

革
派の

野
小
平
と
保
守
派の
陳
雲
を、一
概に
対
立の
図
式

で
とら
え
る
の
に
は
慎
重
を
要する。
ハ
伊
首肱〉

中
総
国
交
樹
立
の
狙
い
は
何
か

中
国
は
天
安
門
事
件
後の
対
中
制
裁や
社
会
主
義

解
体に
よっ
て
国
際
的
孤
立化に
陥っ
てい
た。
孤
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